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（グレース浜すし会館）

　2月26日（日）、グレース浜すし会館

にて「第38回土佐はし拳全日本選手権

大会南国場所」が開催されました。今

年も南国市内外より参加があり、白熱

の戦いが繰り広げられました。
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3月議会施政方針
南国市行政改革大綱2017
／歴史民俗資料館に望櫓が登場！
国保だより
知って得する国民年金／マチイロご紹介
居安思危
カメラリポート
みんなの広場
主な行事＆お知らせ
環境課からのお知らせ
健康文化都市・南国

土佐はし拳全日本選手権土佐はし拳全日本選手権



　
一
般
会
計
予
算
は
、街
路
事
業
及

び
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
等
の
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少

に
よ
り
、前
年
度
比
15
億
７
千
万

円
減
の
２
０
６
億
７
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。歳
入
は
、個
人・法
人
市

民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、全
体
と
し

て
約
１
億
３
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、地
方
財

政
計
画
を
基
に
算
出
し
、合
わ
せ
て

前
年
度
比
約
２
億
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。歳
出
は
、第
４
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
、５
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
に
対
し
て
、重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
方
針

を
踏
ま
え
、経
常
経
費
の
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、健
全
な
財
務
体
質

の
確
立
に
向
け
、さ
ら
に
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
チ
ー
ム
稲

生
」が
設
立
後
４
年
目
を
迎
え
、高

知
県
及
び
本
市
か
ら
の
財
政
支
援

は
終
了
し
ま
す
が
、拠
点
と
な
る
稲

生
ふ
れ
あ
い
館
に
集
う
地
域
の
方
々

の
笑
顔
に
取
組
の
成
果
が
現
れ
て
い

第394回 市議会定例会　３月３日

施 政 方 針３月議会

　橋詰壽人市長は、３月３日開会の第３９４回市議会定
例会で各議案の提案説明に先立ち、平成２９年度施政
方針で、「安倍首相は、１月の施政方針演説で、『新しい
国創り』に挑戦する決意を述べ、その課題として、デフレマ
インド、過疎化、高齢化など、様々な『壁』を挙げ、それらを
打ち破っていく意気込みを表明しました。
　また、アベノミクスの成果として、名目ＧＤＰが９パーセン
ト成長し、さらに、４７全都道府県で有効求人倍率が１倍
を超えたことなど、『経済の好循環』が生まれていることを
強調しました。
　昨年１２月の県内有効求人倍率は、１．１６倍で過去最
高値となっており、正社員の有効求人倍率も０．６８倍と最
高値を記録しています。尾﨑知事も、昨年１年間は経済
活性化の手応えを感じた年であったと述べ、県政浮上や
地域に若者が残ることができるような高知県づくりを進め

るために、本市も、「第４次総合計画」に掲げた基本目標
の実現に向け、高知県や県内市町村と連携して、あらゆ
る分野で取組を強化していきます。また、人口減少対策と
して取り組んでいる「南国市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」が計画期間の中間年を迎えます。総合計画と併せ、
具体的な道筋を示す重要な年となってきます。また、平成
２２年度に策定した南国市行政改革大綱が平成２８年度
で終了することから、新たな大綱「南国市行政改革大綱２
０１７」を本年２月に策定しました。
　今後、人口減少に伴う歳入の減少や社会保障費など
の増加、また、大規模な基盤整備事業も見込まれ、限られ
た財源の中で、安定した行政運営を維持し、市民が安心
して暮らせるまちづくりを進めていくために、引き続き、行財
政改革に取り組んでいく決意であります。」と市政運営に
対する所信を述べました。

況
状
政
財地

域
づ
く
り
事
業

　

立
確
の
質
体
務
財
な
全
健人

的
支
援
を
継
続

　
市
内
全
域
で
実
施
す
る
空
き
家

調
査
の
結
果
を
活
用
し
、空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
の
掘
り
起
こ
し
を

行
う
と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
移
住
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

す
る
な
ど
、移
住
者
を
受
け
入
れ
る

土
台
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

移
住
促
進

市
内
全
域
で
空
き
家
調
査
実
施

　
平
成
29
年
７
月
か
ら
の
他
機
関

と
の
情
報
連
携
や
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
利
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、シ
ス
テ
ム

の
各
種
運
用
テ
ス
ト
等
を
進
め
ま

す
。今
後
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
の
活

用
に
よ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、事
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
運
用
開
始

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
公
的
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
が
、25
年
か
ら
10
年
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。制
度
改
正
に
伴
い
、新

た
に
年
金
受
給
権
を
得
る
方
々
に

対
し
て
、年
金
請
求
手
続
き
な
ど
が

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、日
本
年
金

機
構
と
連
携
し
て
、制
度
の
周
知
及

び
相
談
業
務
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

年
金
関
係

年
金
受
給
資
格
期
間
を
短
縮

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

加
や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

支
援
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、平
成

28
年
度
末
で
、国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
が
底
を
つ
き
、赤
字
が
見

込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。国
保
財
政
運
営
が
健
全

に
行
わ
れ
る
よ
う
、税
率
改
定
に
よ

り
歳
入
不
足
を
補
う
必
要
か
ら
、平

成
29
年
度
の
国
保
税
率
の
改
定
に
つ

い
て
議
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

国
保
税
率
を
改
定

　
平
成
29
年
度
よ
り
保
険
料
の
軽

減
特
例
の
見
直
し
、及
び
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
の
見
直

し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、被
保
険
者
に
対
し
説
明
を

行
い
、制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

軽
減
特
例
の
見
直
し
等
を
実
施

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、た
ち
ば
な

幼
稚
園
、大
湊
小
学
校
、香
長
中
学

校
及
び
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
５
施

設
で
、リ
ー
ス
制
度
を
活
用
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、地
域

経
済
への
波
及
効
果
や
、設
置
コ
ス
ト

及
び
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
算
定
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、平
成
29
年
度
か
ら
各

施
設
へ
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進

め
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

省
エ
ネ
設
備
の
導
入

　
地
区
調
査
は
２
年
目
を
迎
え
ま

国
営
ほ
場
整
備
事
業

仮
同
意
徴
収
へ

　
平
成
27
年
度
に
、中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
協
議
会
で
作
成
さ
れ

た「
ご
め
ん
ま
ち
将
来
像
プ
ラ
ン
」の

実
現
に
向
け
、株
式
会
社
海
洋
堂

と
連
携
し
、も
の
づ
く
り
を
通
し
た

地
域
活
性
化
、人
材
育
成
への
取
組

を
進
め
ま
す
。ま
た
、海
洋
堂
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
な
ど
の
地
域
活
性
化
の

拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

拠
点
施
設
整
備
へ

　
市
街
地
へ
の
都
市
機
能
の
集
約

化
や
、公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
編・強
化
を
図
る
こ
と
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、

平
成
28
年
度
内
に
公
表
さ
れ
る
都

市
機
能
誘
導
区
域
の
計
画
を
踏
ま

え
、平
成
29
年
度
は
居
住
誘
導
区

域
の
設
定
及
び
居
住
を
誘
導
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画

居
住
誘
導
区
域
等
の
設
定
へ

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担

に
鑑
み
、低
所
得
者
に
対
し
て
、新

た
な
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。支
給
金
額
は一
人
当
た
り

１
万
５
千
円
で
、申
請
期
間
は
３
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
個

別
案
内
を
郵
送
し
、市
広
報
紙
で

も
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、引
き

続
き
、周
知
に
努
め
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
期
間
は
７
月
末
ま
で

　
中
学
校
の
普
通
教
室
に
は
空
調

設
備
が
整
い
ま
し
た
。平
成
29
年

度
か
ら
は
、小
学
校
へ
の
整
備
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

小
学
校
の
空
調
設
備

平
成
29
年
度
よ
り
整
備

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、平
成

29
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
ん
で
お

り
、今
後
、受
配
校
の
改
築
や
業
務

委
託
、関
係
条
例
等
の
整
備
に
向

け
て
作
業
を
進
め
、安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
中
の
供
用
開
始
へ

　
平
成
30
年
度
予
定
の
高
知
県
か

ら
の
開
発
許
可
の
権
限
移
譲
に
向

け
、市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開

発
許
可
制
度
基
本
方
針
案
の
作
成

後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説

明
会
等
を
実
施
し
、市
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
し
た
う
え
で
、関
係
条

例
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

開
発
許
可
権
限
移
譲

関
係
条
例
等
を
整
備

　
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
に
よ

る
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、境
界
立

会
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、ま

た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
予
測

を
踏
ま
え
た
被
災
前
の
防
災・減
災

対
策
と
し
て
、津
波
浸
水
想
定
区

地
籍
調
査
事
業

５
地
区
で
一
筆
地
調
査
を
実
施

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
内
全
域

に
拡
大
し
、生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の

ふ
ん
放
置
防
止
重
点
地
域

市
内
全
域
に
拡
大

　
本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
１
４
，０
０
０
人
を
超
え
、平
成
29

年
度
中
に
は
高
齢
化
率
が
30
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
ま
す
。地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
６
千
人
に
１
カ

所
設
置
す
る
こ
と
が
国
基
準
で
示

さ
れ
て
お
り
、平
成
29
年
度
に
２
カ

所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
計
画
で
す
。団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
に
達
す
る
２
０
２
５
年

に
向
け
、高
齢
者
を
支
え
る
体
制
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
２
カ
所
目
を
設
置
予
定

　
本
事
業
は
、子
育
て
支
援
を
受
け

た
い
依
頼
会
員
と
、手
助
け
で
き
る

援
助
会
員
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、

会
員
間
で
助
け
合
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
で
、保
育
所
や
習
い
事
へ

子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
開
始

ま
す
。ま
た
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
地
区

に
は
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、地

区
の
現
状
把
握
等
に
努
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、地
域
づ
く
り
事
業
で
は
、

人
的
支
援
を
継
続
し
、地
域
で
の
取

組
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と
と
も
に

検
討
を
進
め
ま
す
。

の
送
迎
、保
育
所
で
の
保
育
終
了
後

や
学
校
の
放
課
後
の
預
か
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。平
成
29
年
度
の
上
半

期
に
依
頼
会
員
及
び
援
助
会
員
を

募
集
し
、秋
か
ら
本
格
的
に
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

し
た
。平
成
29
年
度
中
に
整
備
す

る
農
地
範
囲
を
概
定
し
、仮
同
意

徴
集
を
行
う
予
定
で
す
。今
後
も

地
元
関
係
者
や
各
関
係
機
関
と
連

携
し
、各
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
整
備
や
営
農
計
画
等
に
つ
い
て
詳

細
な
検
討
を
進
め
ま
す
。地
域
の

計
画
を
関
係
者
に
説
明
し
て
い
く

中
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
仮
同
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
、併
せ
て

事
業
計
画
書
案
の
作
成
作
業
を
進

め
ま
す
。

域
で
の
調
査
も
急
務
で
す
。平
成

29
年
度
は
黒
滝
地
区
、桑
ノ
川
地

区
、十
市
地
区
、北
陣
山
地
区
、南

陣
山
地
区
の
５
地
区
で一筆
地
調
査

を
実
施
す
る
よ
う
県
に
事
業
計
画

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
の
で
、補
助

金
交
付
決
定
が
あ
り
次
第
、順
次

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

広報なんこく 4月号2



　
一
般
会
計
予
算
は
、街
路
事
業
及

び
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
等
の
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少

に
よ
り
、前
年
度
比
15
億
７
千
万

円
減
の
２
０
６
億
７
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。歳
入
は
、個
人・法
人
市

民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、全
体
と
し

て
約
１
億
３
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、地
方
財

政
計
画
を
基
に
算
出
し
、合
わ
せ
て

前
年
度
比
約
２
億
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。歳
出
は
、第
４
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
、５
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
に
対
し
て
、重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
方
針

を
踏
ま
え
、経
常
経
費
の
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、健
全
な
財
務
体
質

の
確
立
に
向
け
、さ
ら
に
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
チ
ー
ム
稲

生
」が
設
立
後
４
年
目
を
迎
え
、高

知
県
及
び
本
市
か
ら
の
財
政
支
援

は
終
了
し
ま
す
が
、拠
点
と
な
る
稲

生
ふ
れ
あ
い
館
に
集
う
地
域
の
方
々

の
笑
顔
に
取
組
の
成
果
が
現
れ
て
い

第394回 市議会定例会　３月３日

施 政 方 針３月議会

　橋詰壽人市長は、３月３日開会の第３９４回市議会定
例会で各議案の提案説明に先立ち、平成２９年度施政
方針で、「安倍首相は、１月の施政方針演説で、『新しい
国創り』に挑戦する決意を述べ、その課題として、デフレマ
インド、過疎化、高齢化など、様々な『壁』を挙げ、それらを
打ち破っていく意気込みを表明しました。
　また、アベノミクスの成果として、名目ＧＤＰが９パーセン
ト成長し、さらに、４７全都道府県で有効求人倍率が１倍
を超えたことなど、『経済の好循環』が生まれていることを
強調しました。
　昨年１２月の県内有効求人倍率は、１．１６倍で過去最
高値となっており、正社員の有効求人倍率も０．６８倍と最
高値を記録しています。尾﨑知事も、昨年１年間は経済
活性化の手応えを感じた年であったと述べ、県政浮上や
地域に若者が残ることができるような高知県づくりを進め

るために、本市も、「第４次総合計画」に掲げた基本目標
の実現に向け、高知県や県内市町村と連携して、あらゆ
る分野で取組を強化していきます。また、人口減少対策と
して取り組んでいる「南国市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」が計画期間の中間年を迎えます。総合計画と併せ、
具体的な道筋を示す重要な年となってきます。また、平成
２２年度に策定した南国市行政改革大綱が平成２８年度
で終了することから、新たな大綱「南国市行政改革大綱２
０１７」を本年２月に策定しました。
　今後、人口減少に伴う歳入の減少や社会保障費など
の増加、また、大規模な基盤整備事業も見込まれ、限られ
た財源の中で、安定した行政運営を維持し、市民が安心
して暮らせるまちづくりを進めていくために、引き続き、行財
政改革に取り組んでいく決意であります。」と市政運営に
対する所信を述べました。

況
状
政
財地

域
づ
く
り
事
業

　

立
確
の
質
体
務
財
な
全
健人

的
支
援
を
継
続

　
市
内
全
域
で
実
施
す
る
空
き
家

調
査
の
結
果
を
活
用
し
、空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
の
掘
り
起
こ
し
を

行
う
と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
移
住
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

す
る
な
ど
、移
住
者
を
受
け
入
れ
る

土
台
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

移
住
促
進

市
内
全
域
で
空
き
家
調
査
実
施

　
平
成
29
年
７
月
か
ら
の
他
機
関

と
の
情
報
連
携
や
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
利
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、シ
ス
テ
ム

の
各
種
運
用
テ
ス
ト
等
を
進
め
ま

す
。今
後
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
の
活

用
に
よ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、事
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
運
用
開
始

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
公
的
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
が
、25
年
か
ら
10
年
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。制
度
改
正
に
伴
い
、新

た
に
年
金
受
給
権
を
得
る
方
々
に

対
し
て
、年
金
請
求
手
続
き
な
ど
が

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、日
本
年
金

機
構
と
連
携
し
て
、制
度
の
周
知
及

び
相
談
業
務
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

年
金
関
係

年
金
受
給
資
格
期
間
を
短
縮

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

加
や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

支
援
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、平
成

28
年
度
末
で
、国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
が
底
を
つ
き
、赤
字
が
見

込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。国
保
財
政
運
営
が
健
全

に
行
わ
れ
る
よ
う
、税
率
改
定
に
よ

り
歳
入
不
足
を
補
う
必
要
か
ら
、平

成
29
年
度
の
国
保
税
率
の
改
定
に
つ

い
て
議
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

国
保
税
率
を
改
定

　
平
成
29
年
度
よ
り
保
険
料
の
軽

減
特
例
の
見
直
し
、及
び
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
の
見
直

し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、被
保
険
者
に
対
し
説
明
を

行
い
、制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

軽
減
特
例
の
見
直
し
等
を
実
施

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、た
ち
ば
な

幼
稚
園
、大
湊
小
学
校
、香
長
中
学

校
及
び
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
５
施

設
で
、リ
ー
ス
制
度
を
活
用
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、地
域

経
済
への
波
及
効
果
や
、設
置
コ
ス
ト

及
び
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
算
定
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、平
成
29
年
度
か
ら
各

施
設
へ
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進

め
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

省
エ
ネ
設
備
の
導
入

　
地
区
調
査
は
２
年
目
を
迎
え
ま

国
営
ほ
場
整
備
事
業

仮
同
意
徴
収
へ

　
平
成
27
年
度
に
、中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
協
議
会
で
作
成
さ
れ

た「
ご
め
ん
ま
ち
将
来
像
プ
ラ
ン
」の

実
現
に
向
け
、株
式
会
社
海
洋
堂

と
連
携
し
、も
の
づ
く
り
を
通
し
た

地
域
活
性
化
、人
材
育
成
への
取
組

を
進
め
ま
す
。ま
た
、海
洋
堂
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
な
ど
の
地
域
活
性
化
の

拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

拠
点
施
設
整
備
へ

　
市
街
地
へ
の
都
市
機
能
の
集
約

化
や
、公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
編・強
化
を
図
る
こ
と
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、

平
成
28
年
度
内
に
公
表
さ
れ
る
都

市
機
能
誘
導
区
域
の
計
画
を
踏
ま

え
、平
成
29
年
度
は
居
住
誘
導
区

域
の
設
定
及
び
居
住
を
誘
導
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画

居
住
誘
導
区
域
等
の
設
定
へ

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担

に
鑑
み
、低
所
得
者
に
対
し
て
、新

た
な
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。支
給
金
額
は一
人
当
た
り

１
万
５
千
円
で
、申
請
期
間
は
３
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
個

別
案
内
を
郵
送
し
、市
広
報
紙
で

も
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、引
き

続
き
、周
知
に
努
め
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
期
間
は
７
月
末
ま
で

　
中
学
校
の
普
通
教
室
に
は
空
調

設
備
が
整
い
ま
し
た
。平
成
29
年

度
か
ら
は
、小
学
校
へ
の
整
備
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

小
学
校
の
空
調
設
備

平
成
29
年
度
よ
り
整
備

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、平
成

29
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
ん
で
お

り
、今
後
、受
配
校
の
改
築
や
業
務

委
託
、関
係
条
例
等
の
整
備
に
向

け
て
作
業
を
進
め
、安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
中
の
供
用
開
始
へ

　
平
成
30
年
度
予
定
の
高
知
県
か

ら
の
開
発
許
可
の
権
限
移
譲
に
向

け
、市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開

発
許
可
制
度
基
本
方
針
案
の
作
成

後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説

明
会
等
を
実
施
し
、市
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
し
た
う
え
で
、関
係
条

例
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

開
発
許
可
権
限
移
譲

関
係
条
例
等
を
整
備

　
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
に
よ

る
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、境
界
立

会
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、ま

た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
予
測

を
踏
ま
え
た
被
災
前
の
防
災・減
災

対
策
と
し
て
、津
波
浸
水
想
定
区

地
籍
調
査
事
業

５
地
区
で
一
筆
地
調
査
を
実
施

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
内
全
域

に
拡
大
し
、生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の

ふ
ん
放
置
防
止
重
点
地
域

市
内
全
域
に
拡
大

　
本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
１
４
，０
０
０
人
を
超
え
、平
成
29

年
度
中
に
は
高
齢
化
率
が
30
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
ま
す
。地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
６
千
人
に
１
カ

所
設
置
す
る
こ
と
が
国
基
準
で
示

さ
れ
て
お
り
、平
成
29
年
度
に
２
カ

所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
計
画
で
す
。団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
に
達
す
る
２
０
２
５
年

に
向
け
、高
齢
者
を
支
え
る
体
制
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
２
カ
所
目
を
設
置
予
定

　
本
事
業
は
、子
育
て
支
援
を
受
け

た
い
依
頼
会
員
と
、手
助
け
で
き
る

援
助
会
員
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、

会
員
間
で
助
け
合
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
で
、保
育
所
や
習
い
事
へ

子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
開
始

ま
す
。ま
た
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
地
区

に
は
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、地

区
の
現
状
把
握
等
に
努
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、地
域
づ
く
り
事
業
で
は
、

人
的
支
援
を
継
続
し
、地
域
で
の
取

組
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と
と
も
に

検
討
を
進
め
ま
す
。

の
送
迎
、保
育
所
で
の
保
育
終
了
後

や
学
校
の
放
課
後
の
預
か
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。平
成
29
年
度
の
上
半

期
に
依
頼
会
員
及
び
援
助
会
員
を

募
集
し
、秋
か
ら
本
格
的
に
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

し
た
。平
成
29
年
度
中
に
整
備
す

る
農
地
範
囲
を
概
定
し
、仮
同
意

徴
集
を
行
う
予
定
で
す
。今
後
も

地
元
関
係
者
や
各
関
係
機
関
と
連

携
し
、各
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
整
備
や
営
農
計
画
等
に
つ
い
て
詳

細
な
検
討
を
進
め
ま
す
。地
域
の

計
画
を
関
係
者
に
説
明
し
て
い
く

中
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
仮
同
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
、併
せ
て

事
業
計
画
書
案
の
作
成
作
業
を
進

め
ま
す
。

域
で
の
調
査
も
急
務
で
す
。平
成

29
年
度
は
黒
滝
地
区
、桑
ノ
川
地

区
、十
市
地
区
、北
陣
山
地
区
、南

陣
山
地
区
の
５
地
区
で一筆
地
調
査

を
実
施
す
る
よ
う
県
に
事
業
計
画

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
の
で
、補
助

金
交
付
決
定
が
あ
り
次
第
、順
次

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
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お問い合わせは　市民課国保係（☎８８０－６５５５）まで

国保だより
国保の資格に変更があったときは１４日以内に届出を！
　転入・転出・出生・死亡などや、国保以外の健康保険ができたとき、または保険証
を紛失したときは、必ず国保係に届け出をして下さい。（職場から市役所への連絡
等はありませんので、手続きは忘れずに行って下さい。）
　届け出が遅れると、国保加入日（職場の健康保険の資格が無くなった時）まで
遡って国保税が課税されたり、資格喪失後も課税され続ける場合があります。
　また、資格喪失後に国保の保険証で医療機関にかかった場合、市の負担分を返
納していただくことがあります。

　人口減少と少子高齢化の進行に伴い、市税等の減
収や地方交付税の縮減などによる歳入の減少、社会保
障費などの義務的経費割合の増加、公共施設の老朽
化など、多くの課題が存在しています。
　限られた財源の中で、安定した行政運営を維持し、
第４次総合計画（平成２８年３月策定）でも謳う、市民
が安心して暮らせるまちづくりを進めていくため、新たな
「南国市行政改革大綱2017」を平成２９年２月に策定
しました。
　「市民が主役」「市民協働」「自主自立」「スリム」「ス
ピーディ」「成果重視」を基本理念に、
　Ⅰ．市民の視点に立った市政運営の推進
　Ⅱ．市民との協働による諸施策の推進
　Ⅲ．健全な財政運営の推進
　Ⅳ．簡素で効率的、効果的な市政運営の推進
　Ⅴ．職員の意識改革と人材育成の充実
の５つの取組を柱に行政改革に取り組みます。

　実施期間は、平成２９年度から平成３３年度までの５
年間です。この大綱に基づいて南国市行政改革実施計
画を策定し、各部署で具体的な取組を進め、毎年度、進
捗チェックと評価を行い、常に最適な市民サービスが提
供できるよう努めます。

■南国市行政改革大綱2017の内容は市ホームページ
に掲載しています。

修学のため転出する場合は
　国保係への届け出が必要です。転出手続きの際には、保険証及び在学を証明す
るものを持参の上、届け出をお願いします。届け出がないと、国保の資格を喪失し
保険証が使えなくなります。

ジェネリック医薬品希望シールについて

ジェネリック医薬品とは？

　平成29年度の保険証と一緒に「ジェネリック医薬品希望シール」を郵送します。
表面のシールをはがして、保険証やお薬手帳などの余白部分に貼ってお使いくだ
さい。
注）保険証などへの貼付を義務づけるものではありません。

　ジェネリック医薬品とは、新薬（先発医薬
品）の特許が切れた後に発売される、新薬と
同じ有効成分を使用し同等の効果・効能を
持つと認められている後発の医薬品のこと
です。ほとんどのジェネリック医薬品は新薬
よりも価格が安いため、医療費の節約が期
待できます。

※すべてのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありません。また、ジェネリック医
薬品に変更する場合は、医師や薬剤師にご相談ください。

南国市行政改革大綱2017 ～明日のまちづくりを目指して～

※お問い合わせは
　企画課企画調整係（☎８８０－６５５３）まで

望櫓（以前のもの） 香長平野の眺望

歴史民俗資料館に望櫓が出現！
のぞみ　　やぐら

　平成29年3月4日から、高知県内各所で幕末などの歴史をテーマにし
た博覧会が開催されています。
　南国市も県立歴史民俗資料館を地域会場として、その周辺の歴史観
光資源を結びつけた観光ルートをパンフレットなどでご案内しています。
　平成29年4月1日には、歴史民俗資料館に南国市を一望できる望櫓
が完成します。香長平野の雄大な風景をその目で眺めてみませんか？
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お問い合わせは　市民課国保係（☎８８０－６５５５）まで
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　また、資格喪失後に国保の保険証で医療機関にかかった場合、市の負担分を返
納していただくことがあります。

　人口減少と少子高齢化の進行に伴い、市税等の減
収や地方交付税の縮減などによる歳入の減少、社会保
障費などの義務的経費割合の増加、公共施設の老朽
化など、多くの課題が存在しています。
　限られた財源の中で、安定した行政運営を維持し、
第４次総合計画（平成２８年３月策定）でも謳う、市民
が安心して暮らせるまちづくりを進めていくため、新たな
「南国市行政改革大綱2017」を平成２９年２月に策定
しました。
　「市民が主役」「市民協働」「自主自立」「スリム」「ス
ピーディ」「成果重視」を基本理念に、
　Ⅰ．市民の視点に立った市政運営の推進
　Ⅱ．市民との協働による諸施策の推進
　Ⅲ．健全な財政運営の推進
　Ⅳ．簡素で効率的、効果的な市政運営の推進
　Ⅴ．職員の意識改革と人材育成の充実
の５つの取組を柱に行政改革に取り組みます。

　実施期間は、平成２９年度から平成３３年度までの５
年間です。この大綱に基づいて南国市行政改革実施計
画を策定し、各部署で具体的な取組を進め、毎年度、進
捗チェックと評価を行い、常に最適な市民サービスが提
供できるよう努めます。

■南国市行政改革大綱2017の内容は市ホームページ
に掲載しています。

修学のため転出する場合は
　国保係への届け出が必要です。転出手続きの際には、保険証及び在学を証明す
るものを持参の上、届け出をお願いします。届け出がないと、国保の資格を喪失し
保険証が使えなくなります。

ジェネリック医薬品希望シールについて

ジェネリック医薬品とは？

　平成29年度の保険証と一緒に「ジェネリック医薬品希望シール」を郵送します。
表面のシールをはがして、保険証やお薬手帳などの余白部分に貼ってお使いくだ
さい。
注）保険証などへの貼付を義務づけるものではありません。

　ジェネリック医薬品とは、新薬（先発医薬
品）の特許が切れた後に発売される、新薬と
同じ有効成分を使用し同等の効果・効能を
持つと認められている後発の医薬品のこと
です。ほとんどのジェネリック医薬品は新薬
よりも価格が安いため、医療費の節約が期
待できます。

※すべてのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありません。また、ジェネリック医
薬品に変更する場合は、医師や薬剤師にご相談ください。

南国市行政改革大綱2017 ～明日のまちづくりを目指して～

※お問い合わせは
　企画課企画調整係（☎８８０－６５５３）まで

望櫓（以前のもの） 香長平野の眺望

歴史民俗資料館に望櫓が出現！
のぞみ　　やぐら

　平成29年3月4日から、高知県内各所で幕末などの歴史をテーマにし
た博覧会が開催されています。
　南国市も県立歴史民俗資料館を地域会場として、その周辺の歴史観
光資源を結びつけた観光ルートをパンフレットなどでご案内しています。
　平成29年4月1日には、歴史民俗資料館に南国市を一望できる望櫓
が完成します。香長平野の雄大な風景をその目で眺めてみませんか？
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国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。
忘れず納めましょう。

◆平成2９年度国民年金保険料が決定しました。

◆納付書による前納割引があります。

■問い合わせ

　南国年金事務所　☎８６４－１１１１
（自動音声案内②を押してください。国民年金課に繋がります。）

　市民課年金係　　☎８８０－６５５５

　第１号被保険者の保険料は誰もが定額制となって
いて、平成29年度は月額16,490円となりました。

　国民年金保険料を納付書により納付する場合は、
保険料を前払いすると割引がある「前納」という制度
があります。
２年前納（平成29年4月～平成31年3月分）
　３７９，５６０円（毎月納める場合より１４，４００円の割引）
１年前納（平成29年4月～平成30年3月分）
　１９４，３７０円（毎月納める場合より３，５１０円の割引）
６ヶ月前納（平成29年4月～平成29年9月分、平成29
年10月～平成30年3月分）
　９８，１４０円（毎月納める場合より８００円の割引）
＊前納を希望する月の月末が納付期限となります。
（土、日、祝日の場合は翌営業日）

＊過ぎてしまった月の保険料をまとめて納付しても割引
は適用されません。
＊前納を希望される場合は、専用の納付書が必要に
なります。納付期限がありますので、お早めに南国年
金事務所までご連絡ください。
＊30万円を超える納付書は「コンビニエンスストア」で
は利用できません。金融機関等で納めていただくた
め、営業日等にご留意願います。
　なお、口座振替による保険料の支払いは、随時、申し
込みできますので下記までお問い合わせください。

避難情報の名称が変わります！！避難情報の名称が変わります！！
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

変更前 変更後

■問い合わせ　危機管理課  ☎８８０-６５７５

なんこく防災くんの防災情報 29

　東北・北海道の各地で、平成２８年台風第１０号により、死者・行方不明者が２７
名になる等、甚大な被害が発生しました。とりわけ、岩手県岩泉町の高齢者施設では、「避
難準備情報」の意味するところが伝わっておらず、適切な避難行動がとられなかったこ
とから、入所者９名全員が亡くなる事態となりました。これらのことから、「避難準備情報」
が「高齢者等が避難を開始する段階」であることを明確にするため、「避難準備情報」
が「避難準備・高齢者等避難開始」に名称変更されました。併せて、避難勧告と避難
指示の違いをわかりやすくするため、「避難指示」に” 緊急” をつけることとなりました。
※内閣府「避難勧告等に関するガイドライン（平成２９年１月改定）」

避難指示

避難勧告

避難準備情報

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告

♦いつでも避難ができるよう準備をし
ましょう。身の危険を感じる人は、
避難を開始しましょう。

♦避難に時間を要する人（高齢の方、
障害のある方、乳幼児をお連れの
方など）は避難を開始しましょう。

♦避難所へ避難をしましょう。

♦地下空間にいる人は、速や
かに安全な場所に避難をし
ましょう。

避難指示
（緊急）

♦まだ避難していない場合
は、直ちにその場から避難
をしましょう。

♦外出することでかえって命
に危険が及ぶような状況で
は、自宅内のより安全な場
所に避難をしましょう。

避難情報を正しく理解し、
適切な避難行動をとりましょう！

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※「ｉ広報紙」をご利用中の場合、アップデートによって新アプリに切り替わりますので、新たに
ダウンロードする必要はありません。　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの
ご負担となります。 ※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（092-716-1404）まで

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チを好きになるアプリ

行政情報アプリ「ｉ広報紙」が
「マチイロ」としてリニューアル！
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国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

◆平成2９年度国民年金保険料が決定しました。

◆納付書による前納割引があります。

■問い合わせ

　南国年金事務所　☎８６４－１１１１
（自動音声案内②を押してください。国民年金課に繋がります。）

　市民課年金係　　☎８８０－６５５５

　第１号被保険者の保険料は誰もが定額制となって
いて、平成29年度は月額16,490円となりました。

　国民年金保険料を納付書により納付する場合は、
保険料を前払いすると割引がある「前納」という制度
があります。
２年前納（平成29年4月～平成31年3月分）
　３７９，５６０円（毎月納める場合より１４，４００円の割引）
１年前納（平成29年4月～平成30年3月分）
　１９４，３７０円（毎月納める場合より３，５１０円の割引）
６ヶ月前納（平成29年4月～平成29年9月分、平成29
年10月～平成30年3月分）
　９８，１４０円（毎月納める場合より８００円の割引）
＊前納を希望する月の月末が納付期限となります。
（土、日、祝日の場合は翌営業日）

＊過ぎてしまった月の保険料をまとめて納付しても割引
は適用されません。
＊前納を希望される場合は、専用の納付書が必要に
なります。納付期限がありますので、お早めに南国年
金事務所までご連絡ください。
＊30万円を超える納付書は「コンビニエンスストア」で
は利用できません。金融機関等で納めていただくた
め、営業日等にご留意願います。
　なお、口座振替による保険料の支払いは、随時、申し
込みできますので下記までお問い合わせください。

避難情報の名称が変わります！！避難情報の名称が変わります！！
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

変更前 変更後

■問い合わせ　危機管理課  ☎８８０-６５７５
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　東北・北海道の各地で、平成２８年台風第１０号により、死者・行方不明者が２７
名になる等、甚大な被害が発生しました。とりわけ、岩手県岩泉町の高齢者施設では、「避
難準備情報」の意味するところが伝わっておらず、適切な避難行動がとられなかったこ
とから、入所者９名全員が亡くなる事態となりました。これらのことから、「避難準備情報」
が「高齢者等が避難を開始する段階」であることを明確にするため、「避難準備情報」
が「避難準備・高齢者等避難開始」に名称変更されました。併せて、避難勧告と避難
指示の違いをわかりやすくするため、「避難指示」に” 緊急” をつけることとなりました。
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ましょう。身の危険を感じる人は、
避難を開始しましょう。

♦避難に時間を要する人（高齢の方、
障害のある方、乳幼児をお連れの
方など）は避難を開始しましょう。

♦避難所へ避難をしましょう。

♦地下空間にいる人は、速や
かに安全な場所に避難をし
ましょう。

避難指示
（緊急）

♦まだ避難していない場合
は、直ちにその場から避難
をしましょう。

♦外出することでかえって命
に危険が及ぶような状況で
は、自宅内のより安全な場
所に避難をしましょう。

避難情報を正しく理解し、
適切な避難行動をとりましょう！

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※「ｉ広報紙」をご利用中の場合、アップデートによって新アプリに切り替わりますので、新たに
ダウンロードする必要はありません。　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの
ご負担となります。 ※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（092-716-1404）まで

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！
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マ チを好きになるアプリ

行政情報アプリ「ｉ広報紙」が
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　　　　こども食堂ごめんこどもクッキングで焼
いも作り（後免町防災コミュニティーセンター）

　　　　第28回南国市長杯ゲートボール
大会 （あけぼの公園運動広場）

　　　　才谷龍馬先祖祭り
 （才谷龍馬公園）

　　　　第55回蔵福寺奉納野試合 
 （田村）

がんへの知識を高めるがんへの知識を高める
2／ 13　中学生に対するがんに関する出前教育

　中学生を対象とした「がんの出前教育」がこのほど南
国市岡豊町の北陵中学校で行われました。がん診療連
携拠点病院である高知大学医学部附属病院では、平成
25年度から若年層向けの健康教育を行っています。過
去2回は高校生対象で、中学生対象は昨年度より実施
しており、今回で2回目です。当日は、医師2人が喫煙に
よる健康被害と子宮頸がん検診について、3年生75人に
講義を行いました。若年層へのがん予防を含めた健康
教育は、文部科学省や厚生労働省の呼び掛けによっ
て、全国で進められており、がんに関する正しい知識を
若いうちから身につけてもらうことを目的としています。
さらに子どもたちを通して親の世代にも予防や検診の
大切さが伝わることも期待しています。高知大学医学部
附属病院では、今後も、小学生を含めた若年層へのが
ん教育に取り組んでいきます。

▲ 2／18▲ 2／19 ▲ 2／18

▲ 2／19　　　　ＤＨＣとの包括連携協
定調印式 （市役所）

　　　 岡豊高校農家レストラン
 （道の駅風良里）

▲ 2／21▲ 2／21

　　　　健康づくりシンポジウム
 （保健福祉センター）

▲ 2／24　　　　南国市体育協会表彰式
 （スポーツセンター）

　　　　白木谷ゆめファクトリー
　　　落成式 （白木谷）

▲ 2／25▲ 2／25

　　　　高校生による市長へのまち
づくりアイデア提言 （市役所）

　　　　節分の追儺の神事
 （新宮神社）

　　　　食育フォーラム
 （スポーツセンター）

　　　　ハガキでごめんなさい
表彰式 （後免町商店街）

▲ 2／1▲ 2／4 ▲ 2／2

▲ 2／6　　　　第１回ごめんの文化祭
 （後免町防災コミュニティーセンター）

　　　 南国スポーツフェスティバル
 （スポーツセンター）

▲ 2／6▲ 2／11

　　　　消防団一斉放水訓練
 （国分川）

▲ 2／12　　　　協働の川づくり事業
　　　協定締結式 (高知県庁)

　　　　香長ロータリークラブ絵本
の贈呈式 （市役所）

▲ 2／15▲ 2／15

たすきをつなぐたすきをつなぐ
2／5　第55回南国市駅伝競走大会

　２月５日、恒例の南国市駅伝競走大会が行わ
れ、43チームが健脚を競いました。
　香長中学校をスタートし、６区間23㎞のコースを
各チーム６人のランナーがたすきをつなぎました。
　今回の大会では、一般の部の「アスリートごめん
のだＯＬＤ」が６区で区間新記録を更新するなど好
レースが繰り広げられました。

  部　門 順位 　　チーム名 　　　タイム

 １位 香長中学校駅伝部 １時間 19 分 32 秒

 ２位 香長中学校陸上部 １時間 28 分 09 秒

 ３位 鳶ヶ池中学校Ｂ １時間 38 分 49 秒

 １位 岡豊高校陸上競技部 １時間 15 分 59 秒

 ２位 高知高専 １時間 18 分 29 秒

 ３位 岡豊高校野球部 １時間 23 分 26 秒

 １位 大篠体育会 １時間 18 分 48 秒

 一　般 ２位 かめいわ １時間 25 分 04 秒

 ３位 稲生体育会Ａ １時間 27 分 30 秒

 １位 岡豊高校陸上競技部 １時間 37 分 55 秒

 女　子 ２位 高農 Torokel Lady １時間 41 分 11 秒

 ３位 高知高専 １時間 41 分 27 秒

中学校
男子

高校・
大学
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■応募締切／４月10日㈪必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／78通　　★正 解 率／87％

【第538回当選者】
西村　梨愛 （大埇甲）
傍士　麻子 （大埇甲）
山本　ちさと （緑ヶ丘）
山岡　隆志 （里改田）
足利　多美 （岡豊町）

【第538回解答】
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回
51
第

健康寿命を
延ばす運動を
武市　光徳さん
（十市）

健康寿命を
延ばす運動を

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

～最初に踏んだのは何でしょうか？～

 ある日、私は自分のクルマでドライブをしていました。すると、そこに買い

物袋を持って歩いていたおばあさんがつまずき、トマト、きゅうり、玉ねぎ、

ゴボウが買い物袋から出て地面に転がり落ちました。私が最初に踏んだ

のは何でしょうか？

３４㎠

　
最
近
で
は
、
仕
事
上
の
や
り
取
り
を

メ
ー
ル
で
行
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
前
は
相
手
に
電
話

を
か
け
る
こ
と
が
殆
ど
で
し
た
が
、
相

手
が
不
在
の
時
や
電
話
に
出
ら
れ
な
い

時
も
多
く
、
そ
の
時
は
折
り
返
し
の
電

話
を
依
頼
し
た
り
、
留
守
番
電
話
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
り
し
て
い
た
も

の
で
す
。

　
そ
の
点
メ
ー
ル
で
あ
れ
ば
自
分
の
都

合
の
良
い
時
に
要
件
を
相
手
に
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
の

時
は
メ
ー
ル
で
は
な
く
電
話
を
使
う
の

で
す
が
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
忘

れ
な
い
う
ち
に
相
手
に
送
る
こ
と
が
出

来
る
メ
ー
ル
は
大
変
便
利
だ
と
思
い
ま

す
。
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
側
も
、
都
合

の
良
い
時
に
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
ら
、

携
帯
電
話
の
よ
う
に
出
ら
れ
な
い
時
も

無
く
、
上
手
に
使
え
ば
意
思
疎
通
に
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
メ
ー
ル
を
送

る
だ
け
で
な
く
確
認
の
電
話
を
添
え
る

な
ど
、
受
け
取
る
側
へ
の
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
文
字
だ
け
で
相
手
に
思
い

を
全
て
伝
え
る
の
は
非
常
に
難
し
く
感

じ
ま
す
。
例
え
ば
仕
事
で
の
メ
ー
ル
で

あ
れ
ば
、
当
然
尊
敬
語
・
丁
寧
語
・
謙

譲
語
を
使
っ
た
文
章
を
作
成
す
る
の
で

す
が
、
ど
の
言
葉
が
尊
敬
語
だ
っ
た
か

な
と
か
、
一
文
に
尊
敬
語
と
丁
寧
語
と

謙
譲
語
が
入
り
混
じ
っ
た
文
に
な
っ
た

り
し
な
い
か
な
ど
、
言
葉
の
使
い
方
を

間
違
わ
な
い
か
心
配
し
て
し
ま
い
ま

す
。
一
方
、
友
人
や
家
族
と
の
メ
ー
ル

で
は
短
い
文
で
の
や
り
取
り
が
多
く
、

結
果
と
し
て
少
な
い
文
字
数
で
は
言
葉

の
微
妙
な
言
い
回
し
の
部
分
は
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
無
用
な
誤
解
を
招
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、Ｓ

Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及
に
よ
り
、
人
は
自

分
の
思
い
を
様
々
な
方
法
で
不
特
定
多

数
の
人
に
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
字

に
い
く
ら
写
真
な
ど
を
添
え
て
も
相
手

に
伝
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
上
で
、
文
字
と
言
葉
を
使
い
分

け
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
大
政
奉
還
１
５
０
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
知
県
で
は
幕
末
維
新
博

が
開
幕
し
ま
し
た
。
土
佐
勤
王
党
四
天

王
の
坂
本
龍
馬･

中
岡
慎
太
郎･

武
市
半

平
太･

吉
村
虎
太
郎
の
う
ち
、
坂
本･

中

岡
の
両
人
は
南
国
市
に
深
い
縁
が
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
と
も
に
慶
応
３
（
１

８
６
７
）
年
11
月
15
日
刺
客
に
倒
れ
た

と
い
う
不
思
議
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し

た
。
坂
本
龍
馬
の
祖
先
が
才
谷
に
居
住

し
て
い
た
こ
と
は
第
35
回
で
取
り
上
げ

た
の
で
、
今
回
は
中
岡
慎
太
郎
の
祖
先

に
つい
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
慎
太
郎
の
先
祖
で
あ
る
中
岡
平
助
は

上
倉
村
の
庄
屋
で
あ
り
ま
し
た
。
江
戸

期
の
上
倉
村
は
、
桑
の
川
、
大
改
野
、

黒
滝
、
中
ノ
川
、
奈
路
、
中
谷
な
ど
と

現
在
の
白
木
谷
地
区
を
含
め
た
郷
村
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
三
代
後
の

小
伝
次
の
と
き
安
芸
郡
北
川
村
の
大
庄

屋
と
な
っ
て
柏
木
に
移
り
ま
し
た
。
慎

太
郎
は
天
保
９
（
１
８
３
８
）
年
４
月

13
日
に
小
伝
次
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
か
ら
、
国
道
32
号
線

根
曳
峠
上
り
口
の
坂
本
公
園
と
い
う
場

所
に
「
中
岡
慎
太
郎
先
生
祖
先
居
住
の

地
」
と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
岡
平
助
の
旧
居
は
こ
こ

か
ら
奥
に
入
っ
た
現
在
の
南
国
市
上
倉

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
慎
太
郎
は
文
武
両
道
で
、
漢
方
医
、

詩
書
、
南
学
を
は
じ
め
、
剣
術
や
砲
術

も
学
び
ま
し
た
。
文
久
元
（
１
８
６
１
）

年
に
土
佐
勤
王
党
に
加
盟
し
、
脱
藩
後

は
龍
馬
と
共
に
薩
長
連
合
の
推
進
役
と

な
り
ま
す
。
龍
馬
の
祖
先
も
才
谷
の
出

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
二
人

は
祖
先
の
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
意
気
投
合

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
４
月
龍
馬

と
供
に
脱
藩
の
罪
を
許
さ
れ
、
後
藤
象

二
郎
ら
の
起
案
に
よ
り
陸
援
隊
が
組
織

さ
れ
慎
太
郎
は
そ
の
隊
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
15
日
に
龍
馬

と
共
に
京
都
近
江
屋
で
襲
わ
れ
、
二
日

後
に
30
歳
と
い
う
若
さ
で
命
を
落
と
し

ま
し
た
が
、
そ
の
志
は
多
く
の
人
に
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て
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文字と言葉の伝わり方

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
の
理

事
長
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
長
を
し

て
い
ま
す
。
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
は
現
在
44

サ
ー
ク
ル
、
会
員
は
約
１
１
０
０
名
く
ら
い

で
、
ど
ん
な
人
で
も
入
り
や
す
い
ク
ラ
ブ
を

心
が
け
、
行
政
と
協
力
し
た
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
内
訳
は
中
学
生
以
下
が
400
名
、
60

歳
以
上
が
400
名
、
間
の
世
代
が
300
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
世
代
が
一
番
運
動
を

し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
世
代

の
運
動
す
る
人
を
増
や
す
た
め
、
今
年
か
ら

デ
ィ
ス
コ
の
サ
ー
ク
ル
を
新
た
に
作
り
ま
し

た
。
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
介
護
を
受
け
な

い
体
づ
く
り
を
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
健
康
寿
命
が
延
び
る
と

介
護
や
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
の
お
金
が
充
実

す
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
人
の
笑
顔
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
以
前
、

参
加
し
た
子
ど
も
が
成
長
し
て
手
伝
い
に
き

て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
「
こ
ど
も

テ
ニ
ス
」
の
サ
ー
ク
ル
を
医
学
部
学
生
が
手

伝
っ
て
く
れ
、
そ
の
関
係
で
医
学
部
を
目
指

す
子
ど
も
が
出
て
き
た
り
し
ま
し
た
。

　
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
と
し
て
皆
さ
ん
に
運
動
の
習

慣
を
も
っ
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

利
用
で
き
る
施
設
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

　
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
地
域
へ
の
出
張
教
室
も
い
つ
で
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
掛
け

下
さ
い
！

　
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
た
く
さ
ん

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
に

運
動
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩 ■

問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

中岡慎太郎ゆかりの地

坂本公園内にある石碑（宍崎）

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

坂本公園

奈路小学校

北陵中学校
道の駅
風良里

高
知
自
動
車
道南国 IC

35
32

こ
　
で
ん
　
じ

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）春
か
ら
高
専
に
通
う
息
子
と
一
緒
に
解
き
ま
し
た
。私
は
分
数
を
使
っ
て
解
き
ま
し
た
が
、息
子
は
比
率
を
使
っ
て
解
い
て
ま
し
た
。ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
ま
っ
た
く
ち
が
う
の
で
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
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■応募締切／４月10日㈪必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／78通　　★正 解 率／87％

【第538回当選者】
西村　梨愛 （大埇甲）
傍士　麻子 （大埇甲）
山本　ちさと （緑ヶ丘）
山岡　隆志 （里改田）
足利　多美 （岡豊町）

【第538回解答】

198

　

回
51
第

健康寿命を
延ばす運動を
武市　光徳さん
（十市）

健康寿命を
延ばす運動を

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

～最初に踏んだのは何でしょうか？～

 ある日、私は自分のクルマでドライブをしていました。すると、そこに買い

物袋を持って歩いていたおばあさんがつまずき、トマト、きゅうり、玉ねぎ、

ゴボウが買い物袋から出て地面に転がり落ちました。私が最初に踏んだ

のは何でしょうか？

３４㎠

　
最
近
で
は
、
仕
事
上
の
や
り
取
り
を

メ
ー
ル
で
行
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
前
は
相
手
に
電
話

を
か
け
る
こ
と
が
殆
ど
で
し
た
が
、
相

手
が
不
在
の
時
や
電
話
に
出
ら
れ
な
い

時
も
多
く
、
そ
の
時
は
折
り
返
し
の
電

話
を
依
頼
し
た
り
、
留
守
番
電
話
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
り
し
て
い
た
も

の
で
す
。

　
そ
の
点
メ
ー
ル
で
あ
れ
ば
自
分
の
都

合
の
良
い
時
に
要
件
を
相
手
に
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
の

時
は
メ
ー
ル
で
は
な
く
電
話
を
使
う
の

で
す
が
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
忘

れ
な
い
う
ち
に
相
手
に
送
る
こ
と
が
出

来
る
メ
ー
ル
は
大
変
便
利
だ
と
思
い
ま

す
。
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
側
も
、
都
合

の
良
い
時
に
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
ら
、

携
帯
電
話
の
よ
う
に
出
ら
れ
な
い
時
も

無
く
、
上
手
に
使
え
ば
意
思
疎
通
に
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
メ
ー
ル
を
送

る
だ
け
で
な
く
確
認
の
電
話
を
添
え
る

な
ど
、
受
け
取
る
側
へ
の
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
文
字
だ
け
で
相
手
に
思
い

を
全
て
伝
え
る
の
は
非
常
に
難
し
く
感

じ
ま
す
。
例
え
ば
仕
事
で
の
メ
ー
ル
で

あ
れ
ば
、
当
然
尊
敬
語
・
丁
寧
語
・
謙

譲
語
を
使
っ
た
文
章
を
作
成
す
る
の
で

す
が
、
ど
の
言
葉
が
尊
敬
語
だ
っ
た
か

な
と
か
、
一
文
に
尊
敬
語
と
丁
寧
語
と

謙
譲
語
が
入
り
混
じ
っ
た
文
に
な
っ
た

り
し
な
い
か
な
ど
、
言
葉
の
使
い
方
を

間
違
わ
な
い
か
心
配
し
て
し
ま
い
ま

す
。
一
方
、
友
人
や
家
族
と
の
メ
ー
ル

で
は
短
い
文
で
の
や
り
取
り
が
多
く
、

結
果
と
し
て
少
な
い
文
字
数
で
は
言
葉

の
微
妙
な
言
い
回
し
の
部
分
は
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
無
用
な
誤
解
を
招
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、Ｓ

Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及
に
よ
り
、
人
は
自

分
の
思
い
を
様
々
な
方
法
で
不
特
定
多

数
の
人
に
ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
字

に
い
く
ら
写
真
な
ど
を
添
え
て
も
相
手

に
伝
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
上
で
、
文
字
と
言
葉
を
使
い
分

け
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
大
政
奉
還
１
５
０
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
知
県
で
は
幕
末
維
新
博

が
開
幕
し
ま
し
た
。
土
佐
勤
王
党
四
天

王
の
坂
本
龍
馬･

中
岡
慎
太
郎･

武
市
半

平
太･

吉
村
虎
太
郎
の
う
ち
、
坂
本･

中

岡
の
両
人
は
南
国
市
に
深
い
縁
が
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
と
も
に
慶
応
３
（
１

８
６
７
）
年
11
月
15
日
刺
客
に
倒
れ
た

と
い
う
不
思
議
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し

た
。
坂
本
龍
馬
の
祖
先
が
才
谷
に
居
住

し
て
い
た
こ
と
は
第
35
回
で
取
り
上
げ

た
の
で
、
今
回
は
中
岡
慎
太
郎
の
祖
先

に
つい
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
慎
太
郎
の
先
祖
で
あ
る
中
岡
平
助
は

上
倉
村
の
庄
屋
で
あ
り
ま
し
た
。
江
戸

期
の
上
倉
村
は
、
桑
の
川
、
大
改
野
、

黒
滝
、
中
ノ
川
、
奈
路
、
中
谷
な
ど
と

現
在
の
白
木
谷
地
区
を
含
め
た
郷
村
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
三
代
後
の

小
伝
次
の
と
き
安
芸
郡
北
川
村
の
大
庄

屋
と
な
っ
て
柏
木
に
移
り
ま
し
た
。
慎

太
郎
は
天
保
９
（
１
８
３
８
）
年
４
月

13
日
に
小
伝
次
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
か
ら
、
国
道
32
号
線

根
曳
峠
上
り
口
の
坂
本
公
園
と
い
う
場

所
に
「
中
岡
慎
太
郎
先
生
祖
先
居
住
の

地
」
と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
岡
平
助
の
旧
居
は
こ
こ

か
ら
奥
に
入
っ
た
現
在
の
南
国
市
上
倉

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
慎
太
郎
は
文
武
両
道
で
、
漢
方
医
、

詩
書
、
南
学
を
は
じ
め
、
剣
術
や
砲
術

も
学
び
ま
し
た
。
文
久
元
（
１
８
６
１
）

年
に
土
佐
勤
王
党
に
加
盟
し
、
脱
藩
後

は
龍
馬
と
共
に
薩
長
連
合
の
推
進
役
と

な
り
ま
す
。
龍
馬
の
祖
先
も
才
谷
の
出

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
二
人

は
祖
先
の
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
意
気
投
合

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
４
月
龍
馬

と
供
に
脱
藩
の
罪
を
許
さ
れ
、
後
藤
象

二
郎
ら
の
起
案
に
よ
り
陸
援
隊
が
組
織

さ
れ
慎
太
郎
は
そ
の
隊
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
15
日
に
龍
馬

と
共
に
京
都
近
江
屋
で
襲
わ
れ
、
二
日

後
に
30
歳
と
い
う
若
さ
で
命
を
落
と
し

ま
し
た
が
、
そ
の
志
は
多
く
の
人
に
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

こ
こ
ろ

　ふ
れ
あ
い

　つ
な
が
っ
て

73

文字と言葉の伝わり方

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
南
国
の
理

事
長
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
長
を
し

て
い
ま
す
。
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
は
現
在
44

サ
ー
ク
ル
、
会
員
は
約
１
１
０
０
名
く
ら
い

で
、
ど
ん
な
人
で
も
入
り
や
す
い
ク
ラ
ブ
を

心
が
け
、
行
政
と
協
力
し
た
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
内
訳
は
中
学
生
以
下
が
400
名
、
60

歳
以
上
が
400
名
、
間
の
世
代
が
300
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
世
代
が
一
番
運
動
を

し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
世
代

の
運
動
す
る
人
を
増
や
す
た
め
、
今
年
か
ら

デ
ィ
ス
コ
の
サ
ー
ク
ル
を
新
た
に
作
り
ま
し

た
。
今
後
、
団
塊
の
世
代
が
介
護
を
受
け
な

い
体
づ
く
り
を
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
健
康
寿
命
が
延
び
る
と

介
護
や
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
の
お
金
が
充
実

す
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
人
の
笑
顔
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
以
前
、

参
加
し
た
子
ど
も
が
成
長
し
て
手
伝
い
に
き

て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
「
こ
ど
も

テ
ニ
ス
」
の
サ
ー
ク
ル
を
医
学
部
学
生
が
手

伝
っ
て
く
れ
、
そ
の
関
係
で
医
学
部
を
目
指

す
子
ど
も
が
出
て
き
た
り
し
ま
し
た
。

　
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
と
し
て
皆
さ
ん
に
運
動
の
習

慣
を
も
っ
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

利
用
で
き
る
施
設
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

　
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
地
域
へ
の
出
張
教
室
も
い
つ
で
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声
掛
け

下
さ
い
！

　
ま
ほ
ろ
ば
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
た
く
さ
ん

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
の
た
め
に

運
動
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩 ■

問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

中岡慎太郎ゆかりの地

坂本公園内にある石碑（宍崎）

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
あ
な
た
と
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
☎
８
８
０
・
６
５
６
９

坂本公園

奈路小学校

北陵中学校
道の駅
風良里

高
知
自
動
車
道南国 IC

35
32

こ
　
で
ん
　
じ

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）久
し
ぶ
り
に
頭
を
使
い
ま
し
た
。遠
い
学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。
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「伸びる、伸びる」
陣山（920）
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市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）小
数
点
の
計
算
が
む
つ
か
し
く
て
計
算
機
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
!!

　
高
齢
者
保
健
福
祉・介
護
保
険

　
事
業
計
画
策
定
推
進
運
営

　
協
議
会
委
員
の
公
募

　

南
国
市
高
齢
者
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
・

推
進
・
運
営
な
ど
に
あ
た
り
、
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

委
員
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
委
員
は
、
南
国
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
お
よ

び
南
国
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
の
委
員
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る

40
歳
以
上
（
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
）
で
高
齢
者
福
祉
に
関

心
の
あ
る
方

■
募
集
人
員
／
２
～
３
名
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公

開
抽
選

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
又

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
４
月
17
日
㈪
必
着

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
６

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
～
い
つ
か
世
界
を
変
え
る

　
力
に
な
る
～

　

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発

途
上
国
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
現
地
の
人
々
と
協
働
し
な
が

ら
、
人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協

力
し
ま
す
。

■
対
象

・
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
生
年
月

日
が
１
９
７
７
年
５
月
11
日
～

１
９
９
７
年
10
月
１
日
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
日

系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

／
生
年
月
日
が
１
９
４
７
年
５

月
11
日
～
１
９
７
７
年
５
月
10

日
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

■
募
集
期
間

　

３
月
31
日
㈮
～
５
月
10
日
㈬

■
応
募
方
法
／
応
募
は
ウ
ェ
ブ
応
募

と
な
り
ま
す
。
特
別
な
事
情
に

よ
り
ウ
ェ
ブ
応
募
で
き
な
い
場

合
は
応
募
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
ま
た
は

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
募
集

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　

☎
０
８
７
・
８
２
１
・
８
８
２
４

　

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
募
集
課

　

☎
０
３
・
５
２
２
６
・
９
８
１
３

　
叫さ
け
ビ
ス
ト
募
集

　
第
４
回「
南
国
市
の
中
心
で

ご
め
ん
な
さ
い
を
叫
ぶ
！
」

　

日
頃
、
私
た
ち
は
素
直
に
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
を
言
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
心
の
こ
も
っ
た
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
に
は
相
手
へ
の
思

い
や
り
の
気
持
ち
が
存
在
す
る
は

ず
で
す
。
後
免
町
が
あ
る
南
国
市

で
、
素
直
な
気
持
ち
で
心
の
底
か

ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
叫
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
５
月
７
日
㈰

　

10
時
～
15
時
（
小
雨
決
行
）

■
場
所
／
吾
岡
山
文
化
の
森
広
場

■
参
加
資
格
／
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
素
直
な
気
持
ち
で
心
の
底
か

ら
叫
ぶ
方

■
募
集
人
数
／
先
着
50
名

■
申
込
方
法
／
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
、住
所
・
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
申

し
込
み
理
由
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ご
め
ん
な
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会　

山
中

　

☎
０
９
０
・
７
１
４
５
・
６
９
６
２

　

FAX
８
６
４
・
２
５
１
８

　
✉gom

ennasaiproject@gm
ail.com

　
障
子
建
具
募
集
お
よ
び

　
「
障
子
や
ぶ
っ
て
ご
め
ん
な

　
さ
い
」
参
加
者
の
お
願
い

　

今
年
も
５
月
７
日
に「
南
国
市
の

中
心
で
ご
め
ん
な
さ
い
を
叫
ぶ
」
が

開
催
予
定
で
、
お
な
じ
み「
ナ
ン
ヤ

コ
ラ
ス
イ
ッ
チ
第
２
弾
」
と
、
新
企

画「
障
子
や
ぶ
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
行
い
ま
す
。
内
容
は
20
メ
ー
ト
ル

の
長
～
い
障
子
の
紙
を
や
ぶ
っ
て
い

く
レ
ー
ス
！
破
っ
て
遊
ん
だ
ら
、
職

人
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

ち
ゃ
ん
と
障
子
紙
を
自
分
達
で
貼
っ

て
み
よ
う
！
最
近
忘
れ
ら
れ
た
日
本

の
和
室
文
化
、
あ
そ
び
を
通
じ
て
楽

し
み
な
が
ら
も
う
一
度
身
近
に
感
じ

て
み
よ
～
♪
参
加
受
付
は
当
日
で
き

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
達
に
障
子
紙
を

貼
ら
し
て
く
れ
る
、
あ
な
た
の
お
家

の
破
れ
て
し
ま
っ
た
障
子
建
具
を
募

集
し
ま
す
。
取
り
に
お
伺
い
致
し
ま

す
の
で
、
５
月
１
日
ま
で
に
連
絡
を

下
さ
い
。
子
ど
も
が
障
子
紙
を
貼
る

の
で
少
し
個
性
的
に
な
っ
て
帰
っ
て

来
る
こ
と
は
こ
ら
え
て
ね
！

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
労
働
組
合
南
国
支
部

　

☎
８
６
４
・
３
７
５
１

募
　
集



NANKOKU INFO
RM

ATIO
N  NANKOKU INFORMATIO

N 
 N

AN
K

O
K

U 
IN

FO
RMATION

4主な行事
＆

お知らせ
April
2017

「伸びる、伸びる」
陣山（920）

INFORMATIONINFORMATION

広報なんこく 4月号 13

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）算
数
数
学
が
好
き
だ
っ
た
の
を
思
い
出
せ
ま
し
た
！
と
け
て
安
心
し
ま
し
た(

笑)

。子
ど
も
に
は
辺
の
値
を
か
え
て
解
き
や
す
い
問
題
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
!!
と
け
た
ら
ス
ッ
キ
リ
し
て
ま
し
た
。良
い
問
題
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
犯
罪
被
害
者

　
支
援
員
基
礎
講
座
及
び

　
性
暴
力
被
害
者
支
援
専
門

　
講
座
受
講
生
募
集

■
講
座
期
間

・
基
礎
講
座　

７
月
～
９
月（
予
定
）

・
専
門
講
座　

10
月
～
12
月（
予
定
）

■
募
集
定
員
／
20
名
（
予
定
）

■
会
場
／
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
会
議
室
（
高
知
市
永
国

寺
町
）
他

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
う
ち
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
８
５
４
・
７
５
１
１

　
（
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時
）

　
メ
タ
ボ
予
防
運
動
教
室

　

南
国
市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
Ｏ
Ｋ
！
メ
タ
ボ
が
気
に

な
っ
て
お
腹
ま
わ
り
を
引
き
締
め

た
い
方
、
足
腰
を
強
く
し
た
い
方
、

運
動
不
足
で
体
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
方
な
ど
友
人
や
ご
家
族
と
一

緒
に
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！

全
回
参
加
し
て
も
１
回
の
み
の
参

加
で
も
大
歓
迎
で
す
よ
♡

■
開
催
日

　

４
月
／
11
日
㈫
、
25
日
㈫

　

５
月
／
９
日
㈫
、
23
日
㈫

　

６
月
／
13
日
㈫
、
27
日
㈫

　

７
月
／
11
日
㈫
、
25
日
㈫

　

８
月
／
22
日
㈫

　

９
月
／
12
日
㈫
、
26
日
㈫

■
開
催
時
間

　

13
時
45
分
～
15
時

　
（
受
付
‥
13
時
30
分
）

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
１

階
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■
内
容
／
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
す

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
自
宅

で
で
き
る
お
手
軽
運
動
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
指
導
な
ど

■
持
参
物
／
運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ

ル
（
運
動
用
マ
ッ
ト
）、飲
み
物
、

健
康
手
帳
（
当
日
配
布
可
）、
運

動
し
や
す
い
服
装
（
着
脱
で
き

る
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
）

■
申
込
み
／
不
要

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
５
・
８
０
１
５

　
求
職
者
支
援
訓
練

　
受
講
生
募
集

　

就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、
３

か
月
～
６
か
月
の
職
業
訓
練
コ
ー

ス
を
開
講
し
ま
す
。
訓
練
期
間
中

か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が
積
極
的

に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
受
講
料
／
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

■
訓
練
コ
ー
ス

①
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科

②
ア
ロ
マ
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
科

③
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科

※
②
、
③
の
募
集
は
５
月
か
ら
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

　

☎
８
３
３
・
１
３
２
４

　
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

聴
覚
障
害
者
に
文
字
で
情
報
を

伝
え
る
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座

で
す
。

　

手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
全
29
回
の
受
講

者
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
を
受
講
さ
れ

る
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
参

を
お
願
い
し
ま
す
。（
応
相
談
）

■
対
象
者
／
講
座
修
了
後
、
高
知

県
要
約
筆
記
者
認
定
試
験
を
受

験
し
、
試
験
合
格
後
に
要
約
筆

記
者
と
し
て
継
続
し
て
活
動
で

き
る
18
歳
以
上
の
方

■
期
間
／
５
月
20
日
㈯
～
12
月
９

日
㈯　

全
29
回
（
予
定
）

　

毎
回
土
曜
日
９
時
30
分
～
12
時

30
分

■
場
所
／
高
知
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
高
知
市
旭
町
２
丁
目

２
１
・
６
）

■
募
集
人
数
／
30
名

■
受
講
料
／
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
等
の
実
費
３
，５
０
０
円

程
度
が
必
要
）

■
申
込
期
限
／
５
月
８
日
㈪

■
申
込
方
法
／
申
込
先
へ
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子
メ
ー
ル
（
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

要
約
筆
記
高
知
・
や
ま
も
も

　

養
成
講
座
担
当　

廣
田

　

☎
８
７
９
・
５
５
３
４

　

FAX
８
４
２
・
２
５
１
９

　
✉youyaku.y@

gm
ail.com

　
第
55
回
全
国
居
合
道
高
知
大
会

　

全
日
本
剣
道
連
盟
居
合
道
部
会

に
加
盟
す
る
居
合
人
が
全
国
か
ら

や
っ
て
来
ま
す
。
各
段
（
段
外
か

ら
七
段
）、
段
別
の
試
合
を
行
い
ま

す
。
ま
た
高
名
な
八
段
の
先
生
方

の
模
範
演
武
も
行
わ
れ
ま
す
。

居
合
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
観

戦
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
16
日
㈰

　

開
会
式
・
・
・
９
時
～

　

段
別
試
合
・
・
・
９
時
40
分
～

　

八
段
演
武
・
・
・
14
時
頃
～

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
観
戦
料
／
無
料

※
当
日
、
受
付
に
て
観
戦
の
手
引

き
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
注
意
事
項
／
会
場
で
は
食
事
の

販
売
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
食
事

は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
剣
道
連
盟
居
合
道
部
会　

　

広
報　

前
田

　

☎
０
９
０
・
８
７
４
４
・
７
３
２
５

　

全
国
居
合
道
高
知
大
会
事
務
局

　

畠
中

　

☎
０
９
０
・
１
０
０
８
・
５
２
３
２

　
国
際
理
解
イ
ベ
ン
ト
＆
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を

　
開
催
し
ま
す
！

　
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し
い
大
統

領
」
作
家
く
さ
ば
よ
し
み
講
演
会
～

ム
ヒ
カ
元
大
統
領
の
来
日
８
日
間
を

語
る
～
講
演
会
と
、
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
談
・
個
別
相
談
会
を
同

時
実
施
！
講
演
だ
け
の
参
加
も
可
能

で
す
。

■
日
時
／
４
月
８
日
㈯

　

13
時
～
17
時

■
場
所
／
高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国

　

☎
０
８
７
・
８
２
１
・
８
８
２
４

　

HPhttp://w
w

w
.jica.go.jp/

　

shikoku/event/2017/0408_

　

kochi.htm
l

講
　
座

イ
ベ
ン
ト



INFORMATIONINFORMATION

広報なんこく 4月号14

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）春
か
ら
は
大
学
生
、高
校
も
卒
業
。最
後
の
挑
戦
に
な
る
か
な
？

　
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
ク

　
～
藩
政
時
代
の
絵
図
を
歩
く

　
な
ん
こ
く
ウ
ォ
ー
ク
～

　

藩
政
時
代
の
絵
図
を
元
に
、Ｊ
Ｒ
後

免
駅
周
辺
の
史
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
。ガ
イ
ド
付
き
な
の
で
、歩
い
て
・
見

て
・
聞
い
て
歴
史
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

お
昼
は
西
島
園
芸
団
地
の
特
別
ラ
ン
チ

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
23
日
㈰

　

９
時
20
分
集
合
、９
時
30
分

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

　

14
時
30
分
頃
解
散
予
定

※
雨
天
の
場
合
は
、翌
週
の
30
日
㈰

　

に
延
期

■
集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
後
免
駅

■
内
容
／
Ｊ
Ｒ
後
免
駅
→
篠
原
の

一
本
松
→
馬
塚
→
下
崎
神
社
・

熊
野
神
社
→
小
篭
土
居
→
吉
田

土
居
→
西
島
園
芸
団
地
（
昼
食
）

→
金
毘
羅
道
の
石
灯
籠
→
へ
ん

ろ
石
→
源
希
義
終
焉
の
地
→
Ｊ

Ｒ
後
免
駅
（
歩
行
距
離
約
7.9
㎞
）

■
定
員
／
25
名

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

■
参
加
費
／
千
円
（
昼
食
代
、
保

険
代
）

■
申
込
方
法
／
郵
送
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
性
別
・
当
日
連
絡
の
取

れ
る
電
話
番
号
・
年
齢
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
４
月
17
日
㈪

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
南
国
市
観
光
協
会

　

〒
７
８
３
・
８
５
０
１

　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

　

商
工
観
光
課
内

　

☎
FAX
８
５
５
・
３
９
８
５

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト

　
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ズ
ー
２
０
１
７

　
「
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
・
ア
ッ
ト
・ 

ザ
・ 
ズ
ー
」
と
は
、
１
９
９
６
年

に
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
動

物
園
が
が
ん
を
患
っ
た
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
家
族
を
招
待
し
た
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
、
今
で
は
世
界
39

カ
国
約
２
８
１
も
の
動
物
園
・
水

族
館
で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

気
兼
ね
な
く
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
閉
園
後

の
動
物
園
に
ご
招
待
し
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
27
日
㈯

　

17
時
30
分
～
20
時
30
分

■
対
象
／
慢
性
疾
患
、
難
病
、
障

が
い
等
が
あ
り
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
（
18
歳
以
下
）
と

そ
の
家
族
（
同
居
の
方
に
限
る
）

や
支
援
者
の
み
な
さ
ま

■
申
込
方
法
／
HP
の
２
０
１
７
年

応
募
フ
ォ
ー
ム
、
郵
便
ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
に
て
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
ご
応
募
下
さ
い
。

①
対
象
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）　

②
年
齢

③
代
表
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
代
表
者
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号

⑤
お
連
れ
様
全
員
の
お
名
前
・
対

象
者
と
の
間
柄
（
兄
弟
、
支
援

者
等
）

⑥
こ
ど
も
の
人
数
（
対
象
者
含
む
）

⑦
総
人
数

⑧
車
の
台
数

⑨
連
絡
事
項

■
定
員
／
１
５
０
組
６
０
０
名

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

い
た
し
ま
す
。
受
付
が
確
定
し

た
方
に
は
５
月
17
日
ま
で
に
案

内
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
４
月
９
日
㈰
～

　

４
月
30
日
㈰
（
必
着
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公
園

　
「
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
」
係

　

〒
７
８
１
・
５
２
３
３

　

高
知
県
香
南
市
野
市
町
大
谷
７
３
８

　

☎
０
８
８
７
・
５
６
・
３
５
０
９

　

FAX
０
８
８
７
・
５
６
・
３
７
２
３

　
✉dream

2017@noichizoo.or.jp

　
白
木
谷
八
京
た
け
の
こ
祭
り

　

た
け
の
こ
の
名
産
地
と
し
て
有

名
な
白
木
谷
八
京
地
区
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
た
け
の
こ
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
産
地
な
ら
で
は
」
の
鮮
度
を
体

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
４
月
９
日
㈰

　

10
時
～
14
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所
／
白
木
谷
小
学
校

■
内
容

・
取
れ
た
て
た
け
の
こ
の
販
売

・
地
元
農
産
物
や
お
す
し
の
販
売

・
も
ち
つ
き
実
演
販
売

・
た
け
の
こ
料
理
の
試
食

・
た
け
の
こ
掘
り
体
験
（
有
料
）

※
た
け
の
こ
掘
り
体
験
は
先
着
20

名
で
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課
地
産
地
消
推
進
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
９

　
四
国
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
幕
に

　
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
３
ヵ
月

間
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
、
四

国
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
送
客
を
行
う
、「
四

国
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。
四
国
内

の
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
観
光
地
な

ど
の
情
報
が
全
国
に
発
信
さ
れ
、
後

免
駅
の
あ
る
南
国
市
内
の
施
設
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
四
国
を

訪
れ
た
方
が
「
四
国
は
す
ば
ら
し
い

観
光
地
」
と
思
い
何
度
も
観
光
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様

の
「
お
も
て
な
し
」
等
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
の

　
問
い
合
わ
せ
先
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
都
市
整
備
課
都

市
計
画
係
へ
の
問
い
合
わ
せ
先
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

（
新
）
☎
８
８
０
・
６
５
８
２

（
旧
）
☎
８
８
０
・
６
５
５
８

　

都
市
計
画
、
開
発
許
可
、
建
築

確
認
、
公
園
の
管
理
等
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
し
い
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
８
２

お
知
ら
せ
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市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）大
人
に
な
っ
て
久
し
ぶ
り
の
算
数
の
問
題
を
解
き
、な
つ
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度

　
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品

骨
董
品
と
し
て
価
値
あ
る
火
な
わ

式
鉄
砲
な
ど
の
古
式
鉄
砲
や
、
刀

剣
類
を
登
録
す
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

■
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所
／
県
庁
西
庁
舎
３
階
会
議
室

■
審
査
の
際
に
必
要
な
も
の

①
審
査
を
受
け
る
銃
砲
刀
剣
類

②
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見

届
出
済
証

③
１
件
に
つ
き
６
千
300
円
の
登
録

申
請
手
数
料
（
登
録
で
き
な
く

て
も
必
要
で
す
）

■
登
録
証
の
再
交
付
／
登
録
証
の

再
交
付
に
は
、
確
認
審
査
が
必

要
で
す
の
で
、
事
前
に
県
文
化

財
課
へ
連
絡
を
し
、
次
の
も
の

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

①
再
交
付
を
受
け
る
登
録
銃
砲
刀

剣
類

②
１
件
に
つ
き
３
千
500
円
の
登
録

証
再
交
付
申
請
手
数
料

■
美
術
刀
剣
類
製
作
承
認
／
１
件

に
つ
き
800
円
の
製
作
承
認
申
請

手
数
料
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

☎
８
２
１
・
４
７
６
１

　
南
国
市
立
地
適
正
化
計
画
の

　
策
定
に
伴
う
届
出
制
度
が

　
始
ま
り
ま
す

　

南
国
市
で
は
、
都
市
全
体
の
構

造
を
見
直
し
た
う
え
で
、
市
街
地

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
見
据
え
た
都

市
機
能
の
立
地
や
中
心
市
街
地
・

集
落
地
等
の
拠
点
間
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
を
示

し
た
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
本
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
の
区
域
外
に

お
い
て
誘
導
施
設
の
開
発
又
は
建

築
等
を
行
う
場
合
に
は
届
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
届
出
対
象
区
域
及
び
対
象
施
設

（
誘
導
施
設
）

・
南
国
市
役
所
周
辺
の
都
市
機
能
誘

導
区
域
の
区
域
外
（
病
院
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
銀
行
等
）

・
緑
ヶ
丘
商
業
地
周
辺
の
都
市
機

能
誘
導
区
域
の
区
域
外
（
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
銀
行
）

■
届
出
の
対
象
と
な
る
行
為

・
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の

建
築
目
的
の
開
発
行
為
を
行
お

う
と
す
る
場
合

・
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
を

新
築
す
る
場
合

・
建
築
物
を
改
築
し
、
誘
導
施
設

を
有
す
る
建
築
物
と
す
る
場
合

・
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
、
誘

導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
と
す

る
場
合

・
右
記
、
開
発
行
為
又
は
建
築
等

行
為
の
届
出
内
容
を
変
更
す
る

場
合

■
届
出
の
時
期
／
届
出
の
対
象
と

な
る
行
為
に
着
手
す
る
30
日
前

ま
で
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
８
２

　
（
南
国
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳

し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
N
A
S
V
A
の
交
通
事
故

　
被
害
者
援
護
制
度
を

　
ご
存
じ
で
す
か

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
（
N
A
S
V
A
：
ナ
ス
バ
）

で
は
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

や
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後

遺
障
害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た

家
庭
（
生
活
貧
困
家
庭
）
の
児

童
を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
間
、
無
利
子
で
育
成
資
金

を
お
貸
し
し
ま
す
。

■
金
額

　

一
時
金
・
・
・
15
万
５
千
円

　

月
額
・
・
１
万
円
又
は
２
万
円

　

入
学
支
度
金
・
・
４
万
４
千
円

（
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ

る
お
子
様
、
希
望
者
）

○
友
の
会
へ
の
入
会

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家

庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子

様
で
あ
れ
ば
、
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
会
費
無
料
）

　

活
動
内
容
／　

も
の
作
り
体
験

や
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
、
絵
画

や
書
道
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年

開
催
。

○
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
原

因
で
、「
脳
」、「
脊
髄
」
又
は
「
胸

腹
部
臓
器
」
に
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
「
常
時
」
又
は
「
随
時
」
の

介
護
が
必
要
な
方
に
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
額
（
月
額
）

　

認
定
さ
れ
た
種
別
毎
に

　

特
Ⅰ
種
（
最
重
度
）

　

６
万
８
千
440
円
～
13
万
６
千
880
円

　

Ⅰ
種
（
常
時
要
介
護
）

　

５
万
８
千
570
円
～
10
万
８
千
円

　

Ⅱ
種
（
随
時
要
介
護
）

　

２
万
９
千
290
円
～
５
万
４
千
円

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
高
知
支
所

　

高
知
県
高
知
市
南
の
丸
町
５
・
１
７

　

☎
８
３
１
・
１
８
１
７

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

　
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る
審
査

　
の
申
し
出

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ
び
、

そ
の
代
理
人
で
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価

額
）
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
４
月
３
日
㈪
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
３
ヶ
月

ま
で
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
今
年
度
は
評
価
替
の
年

で
は
な
い
た
め
、
評
価
額
が
前
年

度
か
ら
変
更
の
な
い
場
合
は
申
し

出
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
１
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日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
里保育所

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
土佐希望の家

10：00～10：25
長岡東部保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
蒲原県営住宅

10：40～11：00
明見保育所

10：15～10：35
吾岡保育園

10：30～10：50
後免野田保育園

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：35～13：55

グループホームワルツ
14：10～14：40

保健福祉センター
11：20～11：40

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

久礼田西公民館
10：55～11：15

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

コージー南国
10：55～11：15

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

国府保育所
10：35～10：55

三和小学校
12：50～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校Ａ
15：25～16：25

寶生寺
11：00～11：20

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

星神社前
10：40～11：00

小栗医院前
11：00～11：20

   

   

   

  

    

   

   

  

     

   

   

たちばな２号

４／6

7

11

12

13

14

18

19

21

25

26

27

木

金

火

水

木

金

火

水

金

火

水

木

図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

4月の休館日

人身事故件数 死者 負傷者
2９年2月 8件 ０人 10人
2９年1～2月 23件 ０人 27人

発生件数
建物
山林
その他

５件
１件
０件
４件

《火災》
火災・救急（2月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

222回
133回
14回
40回
35回

■とき／4月20日㈭
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／4月13日㈭ 13：30～15：30
■ところ／中央小動物管理センター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

墨龍賦 葉室麟
合理的にあり得ない 柚月裕子
失われた地図 恩田陸
翼がなくても 中山七里
本を守ろうとする猫の話 夏川草介
東京クルージング 伊集院静
銀の猫 朝井まかて
江戸を造った男 伊藤潤
ｻﾝﾗｲｽﾞ･ｻﾝｾｯﾄ 山本一力
しんせかい 山下澄人
錯迷 堂場瞬一
羊毛ﾌｪﾙﾄで作る絵本の主人公
 須佐沙知子
それでもこの世は悪くなかった
 佐藤愛子

毎週月曜日
28日㈮、29日㈯

（４月、５月分）
農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑
の営業日のお知らせ
　火曜日限定で、道の駅南国「風良里」２階にて、南国市内で活
動する女性達が農家レストラン「まほろば畑」を営業しています。
　南国市の食材を使った、アイディアいっぱいの安心安全な料理
やデザートをバイキング形式で提供しています。生産者の顔がみ
える、あったかほんわか農家レストランへご来店ください。

当日は１０：３０より各時間帯のお食事券を購入できます。
ご予約も１名様から承っております。各営業日の前日までにご連絡ください。
（※受付は平日のみ）
※ご予約・お問い合わせは農林水産課（ＴＥＬ８８０－６５５９）まで

営業時間　１０：５０～１４：１０
入店時間 ①１０：５０　
 ②１２：００　
 ③１３：１０
 （各６０分間の総入れ替え方式）
料金
大人（中学生以上） 1,000 円
小学生  700 円
３歳以上小学生未満 300 円
幼児  無料

 ４日 味彩グループ
 １１日 休み（まほろば畑休業日）
 １８日 すずらんグループ
 ２５日 たちばなグループ
 ２日 休み（風良里営業日）
 ９日 休み（施設メンテナンス）
 １６日 味彩グループ
 ２３日 休み（まほろば畑休業日）
 ３０日 すずらんグループ

４
月

５
月

納税は期限内に！
　納税を忘れないために口座振替がおす
すめです。口座振替をすでにされている
方は支払不能にならないよう納期限前の
口座の残金にご注意ください。

　日章地区自主防災協議会では、地震等の大規模災害
時に備えて、毎年防災訓練を実施しています。訓練を
通じて地域の防災意識や人々のつながりが少しずつ向
上しています。
　こうした取り組みの中で、災害時の避難所における
課題解決のため、宝くじコミュニティ助成事業を活用
して災害用トイレと発電機を備えました

宝くじコミュニティ助成事業宝くじコミュニティ助成事業

※お問い合わせは
　企画課企画調整係（☎８８０－６５５３）まで
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平
成
29
年
度
防
犯
灯
設
置

　
工
事
補
助
申
請
募
集

■
募
集
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
４
月
14
日
㈮

■
予
算
額
／
135
万
円

■
補
助
金
額
／
蛍
光
灯
９
千
円
／
灯

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
３
万
円
／
灯

　
（
市
内
業
者
の
施
工
に
限
る
）

■
申
請
者
／
自
治
会
な
ど
地
域
の

団
体
の
会
長
、
総
代

■
申
請
方
法
／
直
接
来
庁
し
、
次

の
４
点
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

１
団
体
３
灯
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

①
申
請
書
（
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

②
設
置
場
所
の
わ
か
る
地
図

③
電
柱
番
号
の
わ
か
る
も
の

④
設
置
工
事
見
積
書
（
１
灯
ず
つ

で
も
ま
と
め
て
で
も
ど
ち
ら
で

も
可
）

※
申
請
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
原
則
１

団
体
１
灯
と
し
ま
す
。

※
結
果
は
文
書
に
て
、
申
請
者
全

員
に
回
答
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
７
５

　
奨
学
金
貸
与
の
申
請
受
付

■
対
象
／
平
成
26
年
４
月
以
降
に

短
期
大
学
、
大
学
、
専
修
・
各

種
学
校
の
１
年
生
に
な
っ
た
方

■
貸
与
額

▼
県
外
の
学
校
＝
月
額
３
万
円

▼
県
内
の
学
校
＝
月
額
２
万
円

■
貸
与
期
間
／
平
成
29
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月
（
１
年
間
）

※
６
月
、
８
月
、
12
月
に
口
座
振

り
込
み
に
よ
り
貸
与

■
貸
与
予
定
者
数
／
10
名
程
度

■
返
還
期
間
／
貸
与
ま
た
は
返
還

猶
予
期
間
終
了
月
の
13
カ
月
後

か
ら
、
貸
与
期
間
の
５
倍
の
期

間
内

■
申
請
期
間
／
４
月
３
日
㈪
～

　

20
日
㈭
必
着

■
備
考
／
奨
学
生
は
選
考
委
員
会

に
よ
る
所
得
水
準
な
ど
の
審
査

を
経
て
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

継
続
し
て
貸
与
を
希
望
す
る
場

合
は
毎
年
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
生
涯
学
習

課
、
市
役
所
各
支
所
、
各
市
民

館
に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）「
親
子
ク
イ
ズ
」毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。



INFORMATIONINFORMATION

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
十市保育園

10：30～10：50
里保育所

10：20～10：40
あけぼの保育所

10：20～10：40
土佐希望の家

10：00～10：25
長岡東部保育園

10：20～10：40
丸十園芸組合前

10：20～10：40
久礼田保育所

10：25～10：45
蒲原県営住宅

10：40～11：00
明見保育所

10：15～10：35
吾岡保育園

10：30～10：50
後免野田保育園

10：20～10：40
長岡西部保育所

10：20～10：40
岡豊保育園

11：00～11：30
医学部国際交流会館
16：00～16：20

植野公民館
14：10～14：30

土佐厚生会こくふ
14：50～15：10

南海学園
10：55～11：15

国府小学校
13：00～13：30

ケアハウスたんぽぽ
14：10～14：40

医学部中島宿舎
14：50～15：10

大湊小学校
13：00～13：30

高知高専宿舎
13：35～13：55

グループホームワルツ
14：10～14：40

保健福祉センター
11：20～11：40

香長中学校
13：00～13：20

白山荘
13：50～14：20

稲生保育園
14：30～14：50

かりやストア-前
14：55～15：15

久礼田西公民館
10：55～11：15

後免野田小学校
12：50～13：35

たちばな幼稚園
14：00～14：20

奈路防災広場
14：45～15：05

奈路小学校
15：10～15：45

阿戸公民館
10：45～11：05

日章小学校
12：50～13：20

立田消防屯所南側
14：10～14：30

タマリン館
14：40～15：00

コージー南国
10：55～11：15

十市小学校
12：50～13：35

錦城公園南口
14：10～14：40

県住十市団地
14：45～15：15

あとむ幼稚園
15：20～15：50

国府保育所
10：35～10：55

三和小学校
12：50～13：40

南部営農センター
14：00～14：20

浜改田公民館
14：30～14：50

JA三和支所
15：00～15：30

大湊保育所
10：50～11：10

大篠保育園
14：35～15：05

大篠小学校Ａ
15：25～16：25

寶生寺
11：00～11：20

鳶ヶ池中学校
13：10～13：30

長岡農協
13：50～14：10

南陣山公民館
14：20～14：40

星神社前
10：40～11：00

小栗医院前
11：00～11：20

   

   

   

  

    

   

   

  

     

   

   

たちばな２号

４／6

7

11
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13

14

18

19

21

25

26

27

木

金

火

水

木

金

火

水

金

火

水

木

図書館だより

　　　　　　　　　　　ほか

4月の休館日

人身事故件数 死者 負傷者
2９年2月 8件 ０人 10人
2９年1～2月 23件 ０人 27人

発生件数
建物
山林
その他

５件
１件
０件
４件

《火災》
火災・救急（2月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

222回
133回
14回
40回
35回

■とき／4月20日㈭
10：00～15：00

■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／4月13日㈭ 13：30～15：30
■ところ／中央小動物管理センター
■備考／講習会受講後１年間は、随
　時譲渡を受けることができます。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
（☎８６３－４４４４）まで

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

墨龍賦 葉室麟
合理的にあり得ない 柚月裕子
失われた地図 恩田陸
翼がなくても 中山七里
本を守ろうとする猫の話 夏川草介
東京クルージング 伊集院静
銀の猫 朝井まかて
江戸を造った男 伊藤潤
ｻﾝﾗｲｽﾞ･ｻﾝｾｯﾄ 山本一力
しんせかい 山下澄人
錯迷 堂場瞬一
羊毛ﾌｪﾙﾄで作る絵本の主人公
 須佐沙知子
それでもこの世は悪くなかった
 佐藤愛子

毎週月曜日
28日㈮、29日㈯

（４月、５月分）
農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑農家レストランまほろば畑
の営業日のお知らせ
　火曜日限定で、道の駅南国「風良里」２階にて、南国市内で活
動する女性達が農家レストラン「まほろば畑」を営業しています。
　南国市の食材を使った、アイディアいっぱいの安心安全な料理
やデザートをバイキング形式で提供しています。生産者の顔がみ
える、あったかほんわか農家レストランへご来店ください。

当日は１０：３０より各時間帯のお食事券を購入できます。
ご予約も１名様から承っております。各営業日の前日までにご連絡ください。
（※受付は平日のみ）
※ご予約・お問い合わせは農林水産課（ＴＥＬ８８０－６５５９）まで

営業時間　１０：５０～１４：１０
入店時間 ①１０：５０　
 ②１２：００　
 ③１３：１０
 （各６０分間の総入れ替え方式）
料金
大人（中学生以上） 1,000 円
小学生  700 円
３歳以上小学生未満 300 円
幼児  無料

 ４日 味彩グループ
 １１日 休み（まほろば畑休業日）
 １８日 すずらんグループ
 ２５日 たちばなグループ
 ２日 休み（風良里営業日）
 ９日 休み（施設メンテナンス）
 １６日 味彩グループ
 ２３日 休み（まほろば畑休業日）
 ３０日 すずらんグループ

４
月

５
月

納税は期限内に！
　納税を忘れないために口座振替がおす
すめです。口座振替をすでにされている
方は支払不能にならないよう納期限前の
口座の残金にご注意ください。

広報なんこく 4月号 17

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）県
外
の
大
学
に
進
学
し
た
長
女
が
帰
省
中
に
、二
人
で
解
き
ま
し
た
。長
女
に
２
週
間
に
一
度
、き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
他
新
鮮
な
野
菜
を
送
っ
て
い
ま
す
。



広報なんこく 4月号18

環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・土）

（第１・火）

（第４・水）（第４・木）（第４・金）

2 3
（第１・月）

4

（第２・火）

5
（第１・水）

6
（第１・木）

7
（第１・金）

8
（第２・土）

9 10
（第２・月）

11

（第３・火）

12
（第２・水）

13
（第２・木）

14
（第２・金）

15
（第３・土）

16 17
（第３・月）

（第4・火）（第4・月）

18 19
（第３・水）

24 25

20
（第３・木）

21
（第３・金）

26 27 28 29

22
（第4・土）

23
30

●4月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成27年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーで
いつなのかわかりにくい場合は、右
の表を参考にしてください。

　

　
市
で
は
、４
月
と
５
月
に
市
内
各

地
域
を
巡
回
し
て
飼
い
犬
へ
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。登
録

に
基
づ
き
、飼
い
主
の
方
へ
は
日
程
等

の
案
内
文
書
と
問
診
票
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、希
望
の
実
施
場
所
へ
、

問
診
票
と
注
射
料（
１
頭
3
，1
0
0

円
。な
る
べ
く
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。）を
持
参
し
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。広
報
３
月

号
に
日
程
表
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。お
近
く

の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、近
い
時
期
に
フ
ィ
ラ
リ
ア
等

他
の
注
射
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、一

定
期
間
経
過
後
で
な
い
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
は
、一
度
発
症
す
れ
ば
100
％

死
に
至
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、世
界
中

で
年
間
５
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い

る
病
気
で
す
。現
在
、狂
犬
病
の
発
生

が
な
い
国
や
地
域
は
日
本
を
含
め
６

地
域
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
愛
犬
に
は
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
国
の
計
画
に
よ
る
と
、循
環
型
社

会
の
形
成
の
た
め
に
は
３
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）、リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）、リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利

用
））が
不
可
欠
で
あ
り
、特
に
優
先

順
位
の
高
い
２
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、リ

ユ
ー
ス
）を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
リ
デ
ュ
ー
ス

・
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋
削
減

・
マ
イ
ボ
ト
ル
・
マ
イ
箸
の
利
用

・
詰
め
替
え
用
品
の
利
用
な
ど

○
リ
ユ
ー
ス

・
衣
類
の
分
別

・
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
品
の
活
用

・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
な
ど

　
買
い
物
の
時
は
、必
要
性
を
十
分

に
考
え
、ご
み
の
発
生
抑
制
に
努
め
ま

し
ょ
う
。ま
た
、リ
ユ
ー
ス
は
製
品
を

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
、リ
サ
イ
ク

ル
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
滅

失
が
少
な
く
、そ
の
過
程
か
ら
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
み
出
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

〜
２
Ｒ
の
取
組
に
つ
い
て
〜

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の
ふ
ん
の

放
置
防
止
重
点
区
域
が
南
国
市
内

全
域
に
拡
大

　
平
成
29
年
4
月
1
日
付
け
で
南
国

市
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の
ふ
ん
の

放
置
防
止
条
例
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、重
点
区
域
が
南
国
市
全
域
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
ポ
イ
捨
て

及
び
犬
の
ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
罰
則

（
３
万
円
以
下
の
罰
金
）が
市
内
全
域

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
水
路
等
へ
の
ご
み
の
投
棄
は
や
め

ま
し
ょ
う
。ご
み
は
ポ
イ
捨
て
せ
ず
持

ち
帰
り
、決
め
ら
れ
た
日
に
分
別
し

て
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
処
理
は
飼
い
主

の
義
務
で
す
。犬
の
散
歩
を
す
る
と
き

は
、小
型
の
ス
コ
ッ
プ
等
を
携
帯
し
、ふ

ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。（
ふ

ん
は
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

　
誰
か
が
汚
し
た
場
所
を
き
れ
い
に

し
、住
み
よ
い
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て

い
て
い
る
方
が
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が

意
識
を
高
く
持
ち
、ル
ー
ル
を
守
っ
て

き
れ
い
な
南
国
市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

INFORMATIONINFORMATION

■補助金額／購入金額の２分の１
　（100円未満の端数は切り捨て）

■補助対象者／市内に住所を有する方
■補助対象基数／１世帯当たり種類毎各１基
■申請に必要な物
①領収書（または購入者・商品名・購入金額・販売
店・販売年月日がわかる書類）
②保証書（電気式のみ）
③通帳（または補助金の振込口座がわかるもの）
④印鑑

種　類 補助上限額
好気性 1,800円
嫌気性 800円
電気式 18,000円

※配送料やポイントでの支払い分は補助対象外

生ごみ処理器具を購入される方へ

　地球温暖化対策の一環として、太陽光発電が一般
住宅へ普及するために、その費用の一部を今年も引
き続き補助します。
■補助金額（１件当たり）

③電力会社と電灯契約ならびに太陽光発電設備との
　系統連系および余剰電力受給に関する契約を締結
　される方
④市税を滞納していない方
⑤交付決定の日から起算して、次のいずれかの早い
　日までに設置できる方
・既存住宅は３カ月以内
・新築住宅は６カ月以内
・平成30年２月20日
⑥設備の最大出力は10kw未満であること
■補助対象件数／予算の範囲内（75件程度）
■備考／既設しているものや、交付決定前に設置工
　事を開始した場合は、補助対象となりません。

契約先 １kw当たりの
補助金額 補助金限度額

市内業者 55,000円 220,000円
市外業者 30,000円 120,000円

※市内業者とは、市内に本店を有する施工業者
■補助対象者／次の全ての要件を満たす方
①４月１日以降に設置業者との契約をされる方
②自らが居住している市内の住宅（併用住宅を含む）、
　または市内に居住を予定し、新築住宅などに太陽
　光発電システムを設置される方

住宅用太陽光発電システムを設置される方へ

　快適な暮らしと美しい環境をつくる生活排水対策
として、浄化槽設置整備事業補助金制度があります。
新築への設置、リフォームなど既存の家屋への設置
ができます。
■補助金額

■補助対象地域／下水道事業計画区域、および農業
　集落排水事業区域以外の市内全域
■受付期間／４月１日から開始。通常、毎月末で締
　め切り、翌月中旬に交付決定します。
※４月受付分については、交付決定が５月中旬より
　遅くなる場合があります。
※補助金は予算の範囲内で交付します。
■備考／既設しているものや、店舗など営業用の建
　物への設置、交付決定前に設置工事を開始した場
　合は、補助対象となりません。

人槽区分 補助金限度額
新築 既存住宅

　　５人槽 255,000円 315,000円
６～７人槽 300,000円 360,000円
８～10人槽 387,000円 447,000円

■補助対象者／交付決定後に浄化槽設置工事を開始
し、平成30年２月20日までに設置工事が確実に
完了でき、市税の滞納などがない方

浄化槽を設置される方へ

■申込み・問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

４月から補助金申請の受付開始

市
民
か
ら
の
お
便
り
表
紙
の
も
ち
つ
き
、た
の
し
そ
う
な
写
真
で
ほ
の
ぼ
の
し
た
!!
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環 境 課からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

日 月 火 水 木 金 土

1
（第１・土）

（第１・火）

（第４・水）（第４・木）（第４・金）

2 3
（第１・月）

4

（第２・火）

5
（第１・水）

6
（第１・木）

7
（第１・金）

8
（第２・土）

9 10
（第２・月）

11

（第３・火）

12
（第２・水）

13
（第２・木）

14
（第２・金）

15
（第３・土）

16 17
（第３・月）

（第4・火）（第4・月）

18 19
（第３・水）

24 25

20
（第３・木）

21
（第３・金）

26 27 28 29

22
（第4・土）

23
30

●4月の例

　各ごみの収集日については「南国
市の家庭ごみの分け方・出し方｣ を
ご覧ください。最新版は ｢平成27年
作成」です。市役所総合案内、各支
所で配布しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーで
いつなのかわかりにくい場合は、右
の表を参考にしてください。

　

　
市
で
は
、４
月
と
５
月
に
市
内
各

地
域
を
巡
回
し
て
飼
い
犬
へ
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。登
録

に
基
づ
き
、飼
い
主
の
方
へ
は
日
程
等

の
案
内
文
書
と
問
診
票
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、希
望
の
実
施
場
所
へ
、

問
診
票
と
注
射
料（
１
頭
3
，1
0
0

円
。な
る
べ
く
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。）を
持
参
し
て

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。広
報
３
月

号
に
日
程
表
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。お
近
く

の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、近
い
時
期
に
フ
ィ
ラ
リ
ア
等

他
の
注
射
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、一

定
期
間
経
過
後
で
な
い
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
は
、一
度
発
症
す
れ
ば
100
％

死
に
至
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、世
界
中

で
年
間
５
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い

る
病
気
で
す
。現
在
、狂
犬
病
の
発
生

が
な
い
国
や
地
域
は
日
本
を
含
め
６

地
域
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
愛
犬
に
は
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
国
の
計
画
に
よ
る
と
、循
環
型
社

会
の
形
成
の
た
め
に
は
３
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）、リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）、リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利

用
））が
不
可
欠
で
あ
り
、特
に
優
先

順
位
の
高
い
２
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、リ

ユ
ー
ス
）を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
リ
デ
ュ
ー
ス

・
マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋
削
減

・
マ
イ
ボ
ト
ル
・
マ
イ
箸
の
利
用

・
詰
め
替
え
用
品
の
利
用
な
ど

○
リ
ユ
ー
ス

・
衣
類
の
分
別

・
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
品
の
活
用

・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
な
ど

　
買
い
物
の
時
は
、必
要
性
を
十
分

に
考
え
、ご
み
の
発
生
抑
制
に
努
め
ま

し
ょ
う
。ま
た
、リ
ユ
ー
ス
は
製
品
を

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
、リ
サ
イ
ク

ル
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
滅

失
が
少
な
く
、そ
の
過
程
か
ら
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
み
出
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

〜
２
Ｒ
の
取
組
に
つ
い
て
〜

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の
ふ
ん
の

放
置
防
止
重
点
区
域
が
南
国
市
内

全
域
に
拡
大

　
平
成
29
年
4
月
1
日
付
け
で
南
国

市
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の
ふ
ん
の

放
置
防
止
条
例
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、重
点
区
域
が
南
国
市
全
域
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
ポ
イ
捨
て

及
び
犬
の
ふ
ん
の
放
置
に
よ
る
罰
則

（
３
万
円
以
下
の
罰
金
）が
市
内
全
域

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
水
路
等
へ
の
ご
み
の
投
棄
は
や
め

ま
し
ょ
う
。ご
み
は
ポ
イ
捨
て
せ
ず
持

ち
帰
り
、決
め
ら
れ
た
日
に
分
別
し

て
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
処
理
は
飼
い
主

の
義
務
で
す
。犬
の
散
歩
を
す
る
と
き

は
、小
型
の
ス
コ
ッ
プ
等
を
携
帯
し
、ふ

ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。（
ふ

ん
は
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。）

　
誰
か
が
汚
し
た
場
所
を
き
れ
い
に

し
、住
み
よ
い
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て

い
て
い
る
方
が
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が

意
識
を
高
く
持
ち
、ル
ー
ル
を
守
っ
て

き
れ
い
な
南
国
市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

INFORMATIONINFORMATION

■補助金額／購入金額の２分の１
　（100円未満の端数は切り捨て）

■補助対象者／市内に住所を有する方
■補助対象基数／１世帯当たり種類毎各１基
■申請に必要な物
①領収書（または購入者・商品名・購入金額・販売
店・販売年月日がわかる書類）
②保証書（電気式のみ）
③通帳（または補助金の振込口座がわかるもの）
④印鑑

種　類 補助上限額
好気性 1,800円
嫌気性 800円
電気式 18,000円

※配送料やポイントでの支払い分は補助対象外

生ごみ処理器具を購入される方へ

　地球温暖化対策の一環として、太陽光発電が一般
住宅へ普及するために、その費用の一部を今年も引
き続き補助します。
■補助金額（１件当たり）

③電力会社と電灯契約ならびに太陽光発電設備との
　系統連系および余剰電力受給に関する契約を締結
　される方
④市税を滞納していない方
⑤交付決定の日から起算して、次のいずれかの早い
　日までに設置できる方
・既存住宅は３カ月以内
・新築住宅は６カ月以内
・平成30年２月20日
⑥設備の最大出力は10kw未満であること
■補助対象件数／予算の範囲内（75件程度）
■備考／既設しているものや、交付決定前に設置工
　事を開始した場合は、補助対象となりません。

契約先 １kw当たりの
補助金額 補助金限度額

市内業者 55,000円 220,000円
市外業者 30,000円 120,000円

※市内業者とは、市内に本店を有する施工業者
■補助対象者／次の全ての要件を満たす方
①４月１日以降に設置業者との契約をされる方
②自らが居住している市内の住宅（併用住宅を含む）、
　または市内に居住を予定し、新築住宅などに太陽
　光発電システムを設置される方

住宅用太陽光発電システムを設置される方へ

　快適な暮らしと美しい環境をつくる生活排水対策
として、浄化槽設置整備事業補助金制度があります。
新築への設置、リフォームなど既存の家屋への設置
ができます。
■補助金額

■補助対象地域／下水道事業計画区域、および農業
　集落排水事業区域以外の市内全域
■受付期間／４月１日から開始。通常、毎月末で締
　め切り、翌月中旬に交付決定します。
※４月受付分については、交付決定が５月中旬より
　遅くなる場合があります。
※補助金は予算の範囲内で交付します。
■備考／既設しているものや、店舗など営業用の建
　物への設置、交付決定前に設置工事を開始した場
　合は、補助対象となりません。

人槽区分 補助金限度額
新築 既存住宅

　　５人槽 255,000円 315,000円
６～７人槽 300,000円 360,000円
８～10人槽 387,000円 447,000円

■補助対象者／交付決定後に浄化槽設置工事を開始
し、平成30年２月20日までに設置工事が確実に
完了でき、市税の滞納などがない方

浄化槽を設置される方へ

■申込み・問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

４月から補助金申請の受付開始

市
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。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ
この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

 

高齢者肺炎球菌感染症予防接種のおしらせ
平 成 29 年 度

下記の生年月日の方は、平成30年3月31日までに高齢者肺炎球菌ワクチンの接種を受けてく
ださい。この機会を逃すと、予防接種法による接種はできなくなります。

以下の方が対象になります。
　対象期間内に受けていただくと、保護者の自己負担はありませんが、対象期間を過ぎて受けよ
うとすると、１万円前後の自己負担が必要になります。
　この機会に予防接種を受けるよう、お勧めします。
　予診票は、対象者には送付していますが紛失された方は、保健福祉センターまでご連絡くだ
さい。　※2期の方は4月初旬に送付。

　南国市ではデータで母子健康手帳の情報が残せるサービスを行っ
ています。
　「母子健康情報サービス」では母子健康手帳が手元にない時でも、
どこでもスマホで閲覧できます。災害などで母子健康手帳を失くしてし
まっても入力しておくと安心です。「ハイハイ記念日」「ひとり歩き記念日」
など子育て日記を楽しく便利に管理できます。予防接種の履歴や乳幼
児健診の結果は市からデータでお渡しします。市からの子育て情報も
配信されます。
　将来子どもが成人して健康管理を自分でできるようになった時、乳幼児期にいつどん
な病気にかかったか、どの予防接種をいつ接種したかなど答えられますか？この機会に
母子健康手帳をデータ化しておきましょう。
　登録料、利用料は無料です。

＜ 対 象 者 ＞　 以下の①・②に該当する方

＜ 実 施 期 間 ＞ 平成29年4月1日～平成30年3月31日まで　　

＜ 実 施 場 所 ＞ 県内の委託医療機関、要予約

＜自己負担金＞ 2,000円　

＜持参するもの＞ ＊予診票（対象者①には4月初旬に送付）
 ＊本人を証明するもの（健康保険証や運転免許証等）
 ＊対象者②は身体障害者手帳

＜ 接 種 回 数 ＞ 対象年度中1回

麻しん・風しん混合予防接種を
受けましょう
麻しん・風しん混合予防接種を
受けましょう

※公費（自己負担2,000円）での接種の機会は、平成30年3月31日までで、生涯1回の
みです。（ 5年後の通知はありません）

　平成30年4月1日以降は、実費（8,500円～9,000円）での接種になります。
※公費・実費いずれでも、肺炎球菌ワクチン（23価）の接種歴のある方は対象外です。

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能またはHIVにより免疫の機能に
重い障害のある方（身体障害者手帳1級相当）

※②につきましては保健福祉センターまで事前にご連絡ください。

 年齢 対　象　生　年　月　日
 65歳 昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の方
 70歳 昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の方
 75歳 昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の方
 80歳 昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の方
 85歳 昭和  7年4月2日生～昭和  8年4月1日生の方
 90歳 昭和  2年4月2日生～昭和  3年4月1日生の方
 95歳 大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の方
 100歳 大正  6年4月2日生～大正  7年4月1日生の方

①下表の対象者には、4月初旬に案内文書と予診票を送付します。

※生活保護受給者及び中国残留邦人等支援給付受給者は、接種料金
の免除制度があります。

　詳しくは、福祉事務所保護係（☎880-6566）までお問い合わせください。
対　　象　　年　　齢 接　種　期　限

１期

２期

1歳児 ２歳の誕生日の前日まで

平成３０年３月３１日まで
保育園・幼稚園の年長児に相当する間
( 平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日
生まれの方）

将来の我が子へ贈り物を準備しませんか？
母子健康情報サービスのご案内

保健福祉センター
〒783-0004 

南国市大埇甲320
 （☎863-7373）まで

※このページの　　　　　  
申込先・お問い合わせは

市
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り
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。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ
この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

 

高齢者肺炎球菌感染症予防接種のおしらせ
平 成 29 年 度

下記の生年月日の方は、平成30年3月31日までに高齢者肺炎球菌ワクチンの接種を受けてく
ださい。この機会を逃すと、予防接種法による接種はできなくなります。

以下の方が対象になります。
　対象期間内に受けていただくと、保護者の自己負担はありませんが、対象期間を過ぎて受けよ
うとすると、１万円前後の自己負担が必要になります。
　この機会に予防接種を受けるよう、お勧めします。
　予診票は、対象者には送付していますが紛失された方は、保健福祉センターまでご連絡くだ
さい。　※2期の方は4月初旬に送付。

　南国市ではデータで母子健康手帳の情報が残せるサービスを行っ
ています。
　「母子健康情報サービス」では母子健康手帳が手元にない時でも、
どこでもスマホで閲覧できます。災害などで母子健康手帳を失くしてし
まっても入力しておくと安心です。「ハイハイ記念日」「ひとり歩き記念日」
など子育て日記を楽しく便利に管理できます。予防接種の履歴や乳幼
児健診の結果は市からデータでお渡しします。市からの子育て情報も
配信されます。
　将来子どもが成人して健康管理を自分でできるようになった時、乳幼児期にいつどん
な病気にかかったか、どの予防接種をいつ接種したかなど答えられますか？この機会に
母子健康手帳をデータ化しておきましょう。
　登録料、利用料は無料です。

＜ 対 象 者 ＞　 以下の①・②に該当する方

＜ 実 施 期 間 ＞ 平成29年4月1日～平成30年3月31日まで　　

＜ 実 施 場 所 ＞ 県内の委託医療機関、要予約

＜自己負担金＞ 2,000円　

＜持参するもの＞ ＊予診票（対象者①には4月初旬に送付）
 ＊本人を証明するもの（健康保険証や運転免許証等）
 ＊対象者②は身体障害者手帳

＜ 接 種 回 数 ＞ 対象年度中1回

麻しん・風しん混合予防接種を
受けましょう
麻しん・風しん混合予防接種を
受けましょう

※公費（自己負担2,000円）での接種の機会は、平成30年3月31日までで、生涯1回の
みです。（ 5年後の通知はありません）

　平成30年4月1日以降は、実費（8,500円～9,000円）での接種になります。
※公費・実費いずれでも、肺炎球菌ワクチン（23価）の接種歴のある方は対象外です。

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能またはHIVにより免疫の機能に
重い障害のある方（身体障害者手帳1級相当）

※②につきましては保健福祉センターまで事前にご連絡ください。

 年齢 対　象　生　年　月　日
 65歳 昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生の方
 70歳 昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生の方
 75歳 昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生の方
 80歳 昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生の方
 85歳 昭和  7年4月2日生～昭和  8年4月1日生の方
 90歳 昭和  2年4月2日生～昭和  3年4月1日生の方
 95歳 大正11年4月2日生～大正12年4月1日生の方
 100歳 大正  6年4月2日生～大正  7年4月1日生の方

①下表の対象者には、4月初旬に案内文書と予診票を送付します。

※生活保護受給者及び中国残留邦人等支援給付受給者は、接種料金
の免除制度があります。

　詳しくは、福祉事務所保護係（☎880-6566）までお問い合わせください。
対　　象　　年　　齢 接　種　期　限

１期

２期

1歳児 ２歳の誕生日の前日まで

平成３０年３月３１日まで
保育園・幼稚園の年長児に相当する間
( 平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日
生まれの方）

将来の我が子へ贈り物を準備しませんか？
母子健康情報サービスのご案内

保健福祉センター
〒783-0004 

南国市大埇甲320
 （☎863-7373）まで

※このページの　　　　　  
申込先・お問い合わせは

市
民
か
ら
の
お
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り
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。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

子宮頸がん検診

乳がん検診

胃がん検診

乳
幼
児
健
診

おもちゃや遊具・絵本もあり、子どもさんと一緒に遊べる場所
になっています。
親子で気軽にお越しください。

●「マタニティ＆ベビーひよこ」と「よちよちひよこ」の兄姉を連れての参加は、お世話ができる同伴者が必要です。
ひよこルームに相談してください。

●事業の関係でお休みとなる場合がありますが、育児相談は受け付けています。

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など
項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象

（市民）
定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

４月27日㈭

４月20日㈭

４月６日㈭

４月13日㈭

４か月児健診

10か月児健診

１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

保健福祉センター 全地区

40歳以上 40人

1,000円

600円

40歳以上
※

20歳以上
※

なし 無料

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

120人

100人

900円 4月28日㈮

4月28日㈮

4月12日㈬

4月12日㈬

12：45～14：00

 8：30、9：30

9：00、10：00
11：00、13：00
14：00、15：00

8：30、9：30
10：30、13：30
14：30、15：30

日 曜 当　番　医 電話

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

5月12日（金）

5月12日（金）

※前年度未受診者の方が対象です。ただし記念検診対象者は受診可能です。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

保健福祉センター
〒783-0004 南国市大埇甲320

 （☎863-7373）まで

※このページの健診などの
申込先・お問い合わせは

日

日

日

日

土

日

水

木

金

日

4/2

4/9

4/16

4/23

4/29

4/30

5/3

5/4

5/5

5/7

高田内科（大埇乙）

たかはし内科小児科（緑ヶ丘）

しばた整形外科（大埇甲）

きび診療所（明見）

南国いのうえクリニック（篠原）

領石蛍が丘クリニック（領石）

川田内科（後免町）

岡豊病院（岡豊町）

南国厚生病院（立田）

にしかわクリニック（後免町）

863-3925

865-5680

864-3412

804-6500

855-8001

862-1123

864-2501

866-2345

863-3030

855-7676

 

月曜日時間

９：３０

～

１２：００

１２：００

～

１４：３０

ひよこひろば

4月の行事予定

ひよこひろば
ひよこひろば

育児相談ひよこひろば

よちよちひよこ よちよちひよこ
マタニティ＆
ベビーひよこ

火曜日 水曜日

対象

育児相談

＊マタニティ＆ベビーひよこ：妊婦さんと生後６か月まで
＊よちよちひよこ：生後６か月から歩き始めるまで
＊ひよこひろば：主に未就園児とその保護者（年齢に関係なくお待ちしています。）
　お昼ご飯はひよこルームで食べましょう

＊月～金曜日（９：００～１６：００）電話、来所での相談お待ちしています。

＊個別相談も受け付けています。

お休み（25日）

お休み（３日）

お休み（５日）お休み（４日・18日）

計測日（12日）

木曜日 金曜日

子育て講座 「ベビーマッサージ」
■日時／４月２５日㈫１０時～１１時３０分（受付９時３０分～）
■場所／保健福祉センター内　ひよこルーム
■内容／「ママとベビーのスキンシップを楽しもう！」
■講師／岡村　真奈美（ベビーマッサージセラピスト）
■対象／生後２か月～６か月
■定員／１２組
■参加費／５００円
■持ち物／バスタオル１枚・飲み物（水分補給）・赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／４月３日㈪～（定員になり次第締め切り）

子育て支援センター
（保健福祉センター内）

ひよこルーム

5月29日㈪

5月29日㈪

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

 
クラス とき 内　　　　容 持参物

ス
ラ
ク
備
準
産
出
① 13

時
30
分

16
時

月
5

16

　
　㈫
日

◎助産師・歯科衛生士・栄養士からのワンポイントアドバイス
・母乳の上手なあげ方は？赤ちゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と、「マイナス１歳から始める虫歯予防」
・妊娠中に気をつけたい食生活

◎自分らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊娠中から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主役！

母子手帳
筆記用具

ゆうゆうガイド
(ピンクの冊子)

ゆうゆうガイド
(ピンクの冊子)ス

ラ
ク
備
準
児
育
② 13

時
30
分

16
時

月
5

　

20

　
　
　㈯
日

◎沐浴実習：赤ちゃん人形を使ってお風呂に入れる練習

◎妊婦体験：ママの体の変化を体験してみよう

◎相談コーナー：助産師・歯科衛生士・栄養士・保健師が対応

◎赤ちゃんのお世話：オムツ替えや抱っこの練習

母子手帳
エプロン
筆記用具

＊①②の両方、または一方のみの申し込みも可能です。
＊次回の開催は、①７月７日（金）②７月１０日（月）です。
■ところ／保健福祉センター　■定員／各クラス１５組 ＊当日は託児はありません。
■参加費／無料  ■申込方法／電話でお申し込みください。
■受付時間／１３：１０～１３：２０ 

これから出産を迎える妊婦さんとご家族を対象に、マタニティ教室を開催します。初産・経産は問いません。
☆妊娠がわかったら、早めの参加をおすすめします。

～これからママ・パパの集い～マタニティ教室マタニティ教室

（健診当日の12：00か
ら受付簿を出します）

市
民
か
ら
の
お
便
り
ゴ
ー
ヤ
の
種
配
布
の
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。さ
っ
そ
く
電
話
を
し
て
、今
年
の
夏
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
り
た
い
で
す
。環
境
に
も
貢
献
で
き
て
ゴ
ー
ヤ
も
食
べ
ら
れ
て
と
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国

子宮頸がん検診

乳がん検診

胃がん検診

乳
幼
児
健
診

おもちゃや遊具・絵本もあり、子どもさんと一緒に遊べる場所
になっています。
親子で気軽にお越しください。

●「マタニティ＆ベビーひよこ」と「よちよちひよこ」の兄姉を連れての参加は、お世話ができる同伴者が必要です。
ひよこルームに相談してください。

●事業の関係でお休みとなる場合がありますが、育児相談は受け付けています。

保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）•相談など
項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象

（市民）
定員
（先着） 検診料 申込受

付開始

４月27日㈭

４月20日㈭

４月６日㈭

４月13日㈭

４か月児健診

10か月児健診

１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

保健福祉センター 全地区

40歳以上 40人

1,000円

600円

40歳以上
※

20歳以上
※

なし 無料

申込
不要

※対象者の
方には事前
に通知します

120人

100人

900円 4月28日㈮

4月28日㈮

4月12日㈬

4月12日㈬

12：45～14：00

 8：30、9：30

9：00、10：00
11：00、13：00
14：00、15：00

8：30、9：30
10：30、13：30
14：30、15：30

日 曜 当　番　医 電話

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない場合があります。

5月12日（金）

5月12日（金）

※前年度未受診者の方が対象です。ただし記念検診対象者は受診可能です。

この印の事業は南国市健康ポイント
の対象事業です。

この印の事業は高知家健康パスポートの
ヘルシーシールの対象事業です。

保健福祉センター
〒783-0004 南国市大埇甲320

 （☎863-7373）まで

※このページの健診などの
申込先・お問い合わせは

日

日

日

日

土

日

水

木

金

日

4/2

4/9

4/16

4/23

4/29

4/30

5/3

5/4

5/5

5/7

高田内科（大埇乙）

たかはし内科小児科（緑ヶ丘）

しばた整形外科（大埇甲）

きび診療所（明見）

南国いのうえクリニック（篠原）

領石蛍が丘クリニック（領石）

川田内科（後免町）

岡豊病院（岡豊町）

南国厚生病院（立田）

にしかわクリニック（後免町）

863-3925

865-5680

864-3412

804-6500

855-8001

862-1123

864-2501

866-2345

863-3030

855-7676

 

月曜日時間

９：３０

～

１２：００

１２：００

～

１４：３０

ひよこひろば

4月の行事予定

ひよこひろば
ひよこひろば

育児相談ひよこひろば

よちよちひよこ よちよちひよこ
マタニティ＆
ベビーひよこ

火曜日 水曜日

対象

育児相談

＊マタニティ＆ベビーひよこ：妊婦さんと生後６か月まで
＊よちよちひよこ：生後６か月から歩き始めるまで
＊ひよこひろば：主に未就園児とその保護者（年齢に関係なくお待ちしています。）
　お昼ご飯はひよこルームで食べましょう

＊月～金曜日（９：００～１６：００）電話、来所での相談お待ちしています。

＊個別相談も受け付けています。

お休み（25日）

お休み（３日）

お休み（５日）お休み（４日・18日）

計測日（12日）

木曜日 金曜日

子育て講座 「ベビーマッサージ」
■日時／４月２５日㈫１０時～１１時３０分（受付９時３０分～）
■場所／保健福祉センター内　ひよこルーム
■内容／「ママとベビーのスキンシップを楽しもう！」
■講師／岡村　真奈美（ベビーマッサージセラピスト）
■対象／生後２か月～６か月
■定員／１２組
■参加費／５００円
■持ち物／バスタオル１枚・飲み物（水分補給）・赤ちゃんお出かけセット
■募集受付開始／４月３日㈪～（定員になり次第締め切り）

子育て支援センター
（保健福祉センター内）

ひよこルーム

5月29日㈪

5月29日㈪

保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター

 
クラス とき 内　　　　容 持参物

ス
ラ
ク
備
準
産
出
① 13

時
30
分

16
時

月
5

16

　
　㈫
日

◎助産師・歯科衛生士・栄養士からのワンポイントアドバイス
・母乳の上手なあげ方は？赤ちゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と、「マイナス１歳から始める虫歯予防」
・妊娠中に気をつけたい食生活

◎自分らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊娠中から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主役！

母子手帳
筆記用具

ゆうゆうガイド
(ピンクの冊子)

ゆうゆうガイド
(ピンクの冊子)ス

ラ
ク
備
準
児
育
② 13

時
30
分

16
時

月
5

　

20

　
　
　㈯
日

◎沐浴実習：赤ちゃん人形を使ってお風呂に入れる練習

◎妊婦体験：ママの体の変化を体験してみよう

◎相談コーナー：助産師・歯科衛生士・栄養士・保健師が対応

◎赤ちゃんのお世話：オムツ替えや抱っこの練習

母子手帳
エプロン
筆記用具

＊①②の両方、または一方のみの申し込みも可能です。
＊次回の開催は、①７月７日（金）②７月１０日（月）です。
■ところ／保健福祉センター　■定員／各クラス１５組 ＊当日は託児はありません。
■参加費／無料  ■申込方法／電話でお申し込みください。
■受付時間／１３：１０～１３：２０ 

これから出産を迎える妊婦さんとご家族を対象に、マタニティ教室を開催します。初産・経産は問いません。
☆妊娠がわかったら、早めの参加をおすすめします。

～これからママ・パパの集い～マタニティ教室マタニティ教室

（健診当日の12：00か
ら受付簿を出します）

市
民
か
ら
の
お
便
り
高
校
を
卒
業
で
県
外
に
で
ま
す
。休
み
の
日
は
ま
た
南
国
市
に
帰
っ
て
来
ま
す
。
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交流人口 市 　の 　統　計

あ
と

が

き

面　積　 125.30㎢
人　口　 
　男　　 
　女　　 
世帯数　 22,050世帯

　内　外国人数 250人（  0）
　　　　男　　 118人（+ 1）
　　　　女　　 132人（－ 1）
　登 録 国 籍 数　　 26カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成29年2月28日現在》
出生数　 32人〔 男  17人・女  15人 〕 　《2月分》
死亡数　 55人〔 男  31人・女  24人 〕 　《2月分》

高知自動車道
南国I.C.

入107,407台
出107,979台

高知龍馬空港
出発   54,465人
到着   56,566人

《2月分》

〒
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３
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ホ
ー

ム
ペ

ー
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ア
ド

レ
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http://w
w

w
.city.nankoku.lg.jp

編
集

と
発

行
・

南
国

市
広

報
委

員
会

事
務

局
・

企
画

課
秘

書
広

報
係

印
刷

・
株

式
会

社
高

陽
堂

印
刷

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

255

有権者数《平成29年3月２日現在》
　　　　　　　　　40,197人〔男  18,831人 ・ 女  21,366人〕

　
日
本
の
桜
の
約
８
割
は
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
で
す
。こ
の
品
種
は
、江
戸
時
代

に
染
井
村
の
植
木
屋
が
、江
戸
に
い

な
が
ら
奈
良
吉
野
の
桜
を
楽
し
め

る「
吉
野
桜
」と
称
し
て
売
り
出
し
、

人
気
を
博
し
ま
し
た
。花
が
大
輪
で

見
栄
え
が
良
い
こ
と
に
加
え
、桜
名

所「
吉
野
」ブ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
ネ

ー
ミ
ン
グ
で
大
当
た
り
し
ま
し
た
。

 

今
も
昔
も
ヒ
ッ
ト
商
品
の
条
件
は

同
じ
で
す
ね
。（
Ｍ
）

　
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
主
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
南
南
西
に

約
２
０
０
㎞
の
、海
岸
に
近

い
コ
ン
ポ
ー
ト
で
高
校
ま
で

を
過
ご
し
ま
し
た
。コ
ン
ポ

ー
ト
は
国
で
コ
シ
ョ
ウ
が
一

番
多
く
と
れ
る
し
、お
い
し

い
果
物
と
塩
が
有
名
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
テ
レ
ビ

で
見
る
日
本
の
高
い
建
物
が

好
き
で
し
た
が
、地
震
が
起

こ
っ
て
も
、し
っ
か
り
立
っ
て

い
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
て
、

ど
う
し
て
も
日
本
へ
留
学
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
、一
年
間
東

京
で
日
本
語
を
勉
強
し
、高

知
工
業
高
等
専
門
学
校
の

環
境
都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

３
年
生
に
編
入
、今
年
５
年

生
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、す
み

や
す
い
都
市
、環
境
を
守
り

な
が
ら
自
然
と
と
も
に
生
き

て
い
く
都
市
を
つ
く
り
た
い

で
す
。上
水
道
、下
水
道
、公

園
、建
物
、道
路
な
ど
、都
市

計
画
は
広
範
囲
で
す
か
ら
、こ

れ
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ

て
い
く
段
階
で
す
。卒
業
後
は

他
の
大
学
へ
進
学
希
望
で
す
。

　
好
き
な
言
葉
は「
心
情
」。

「
心
の
中
の
思
い
」を
、私
は
当

事
者
の
苦
し
み
よ
り
も
も
っ

と
痛
く
、深
く
感
ず
る
こ
と

だ
と
意
味
づ
け
ま
す
。

　
日
本
で
は
、み
ん
な
新
聞
を

読
み
ま
す
ね
。カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
あ
ま
り
読
ま
な
い
の
で
、こ

れ
が
両
国
の
一
番
の
違
い
だ
と

思
い
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
観
光
で
は
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
の
遺
跡
群
が
最
も

有
名
で
す
。こ

の
寺
院
の
祠

堂
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
旗
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　   小坂 杏奈
こ さか あん な

平成２７年３月８日生まれ
もうすぐ２歳になる杏奈ちゃん♡
おしゃべりが上手になったね。
これからの成長も楽しみにしているよ。

ちゃん  藤田 芽生
たふじ め い

平成２７年３月２８日生まれ
いつもにこにこ笑顔の芽生。
お父さんとお母さんの宝物だよ。
これからものびのび育ってね♪

ちゃん

 

）））母国を住みやすく ）））

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

47,993人（+  1）
22,874人（－  3）
25,119人（+  4）

（－  4）

セイ　ブンタンさん
（カンボジア王国）

高知工業高等専門学校留学生

広
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ん
こ
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カンボジア

コンポート


